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R6要求額 ( R5予算額 )

1
( 1 ) 学校卒業後における障害者の学びの支援推進事業 152 ( 141 )

2
( 1 ) 外国人材の受入れ・共生のための地域日本語教育推進事業 631 ( 600 )
( 2 ) 資格の整備等による日本語教育の水準の維持向上 450 ( 191 )
( 3 ) 条約難民及び第三国定住難民等に対する日本語教育 396 ( 128 )

( 4 ) 外国人児童生徒等への教育の充実 1,238 ( 1,196 )

3

( 1 ) 学校を核とした地域力強化プラン 8,881 ( 7,650 )
( 2 ) 体験活動等を通じた青少年自立支援プロジェクト 104 ( 79 )
( 3 ) 読書活動総合推進事業 56 ( 45 )
( 4 ) 社会教育デジタル活用等推進事業 78 ( 49 )

( 5 ) 学校安全推進事業 373 ( 343 )
( 6 ) 地域ぐるみの学校安全体制整備推進事業 338 ( 338 )

4
( 1 ) 新時代の産学協働リカレント教育モデル開発支援事業 716 ( 0 )
( 2 ) 専門職業人材の最新技能アップデートのための専修学校リカレント教育（リ・スキリング）推進事業 402 ( 402 )
( 3 ) 大学等における価値創造人材育成拠点の形成 80 ( 80 )
( 4 ) 女性の多様なチャレンジに寄り添う学びと社会参画支援事業 29 ( 21 )
( 5 ) 放送大学学園補助金 7,609 ( 7,392 )

( 6 ) 地域ニーズに応える産学官連携を通じたリカレント教育プラットフォーム構築支援事業 290 ( 0 )
( 7 ) 自律的なキャリア形成支援とリカレント教育普及促進に向けた実証研究事業 77 ( 0 )
( 8 ) リカレント教育の推進に向けた環境整備事業 220 ( 30 )

令 和 ６ 年 度 予 算 概 算 要 求　　主 要 事 項
（単位：百万円）

事項 主な事業

日本語教育・外国人児童生徒等へ
の教育等の充実

● 外国人等に対する日本語教育の推進

生涯を通じた障害者の学びの推進 ● 学校卒業後における障害者の生涯学習の推進

● 学校等における日本語指導体制等の充実や外国人の子供の就学促進等

地域と学校等の連携・協働による地
域の教育力の向上や体験活動の充
実、学校安全体制の整備の推進

● コミュニティ・スクールと地域学校協働活動の一体的な取組の推進、

● 学校安全体制の整備

リ・スキリングを含めたリカレント教育
等社会人の学び直しの機会の拡充

● 大学・専門学校・高専等を活用した社会人向けの実践的なプログラムの開発・拡充

● リカレント教育推進のための学習基盤の整備

青少年教育施設の機能強化等による体験活動や読書活動の推進、
家庭教育支援等
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１． 
生涯を通じた障害者の学びの推進 
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0

学
校
卒
業
後
に
お
け
る
障
害
者
の
学
び
の
支
援
推
進
事
業

現
状
・課
題

１
．
生
涯
学
習
を
通
じ
た
共
生
社
会
の
実
現
に
関
す
る
調
査
研
究
３
百
万
円
（
３
百
万
円
）

  テ
ー

マ
別

の
調

査
研

究
を

実
施

し、
障

害
者

の
生

涯
学

習
に

関
す

る
現

状
分

析
、課

題
整

理
を

行
う。

例
：

地
方

公
共

団
体

及
び

障
害

者
本

人
を

対
象

とし
た

実
態

調
査

（
R4

）
、重

度
重

複
障

害
児

者
等

の
生

涯
学

習
に

関
す

る
実

態
調

査
（

R3
）

な
ど

事
業
内
容

令
和

6年
度

要
求

・要
望

額
1.

52
億

円
（

前
年

度
予

算
額

1.
41

億
円

）

２
．
地
域
に
お
け
る
持
続
可
能
な
学
び
の
支
援
に
関
す
る
実
践
研
究

11
2百

万
円
（

11
6百

万
円
）

 課
題

解
決

に
資

す
る

実
践

研
究

を
実

施
。都

道
府

県
レ

ベ
ル

の
持

続
的

な
体

制
整

備
、市

区
町

村
と民

間
団

体
等

との
連

携
及

び
大

学
等

に
よ

る
多

様
な

プ
ログ

ラム
の

開
発

・実
証

を
支

援
し、

好
事

例
や

ノウ
ハ

ウ
を

蓄
積

す
る

。

・障
害

当
事

者
に

とっ
て

、生
涯

学
習

機
会

が
少

な
い

。ど
の

よ
うな

学
習

が
あ

る
か

知
らな

い
。

・自
治

体
に

お
け

る
障

害
者

の
生

涯
学

習
活

動
の

た
め

持
続

可
能

な
体

制
が

整
って

い
な

い
。

・障
害

/障
害

者
の

学
び

に
関

す
る

理
解

を
深

め
て

い
くこ

とが
必

要
。

・「
合

理
的

配
慮

」の
義

務
化

（
改

正
差

別
解

消
法

）
、「

情
報

保
障

」の
確

保
の

法
制

化
（

情
コミ

ュ法
・読

書
バ

リア
フリ

ー
法

）

３
．
普
及
・啓
発
活
動
の
強
化

36
百
万
円
（

22
百
万
円
）

「誰
も
が
、
障
害
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
共
に
学
び
、
生

き
る
共
生
社
会
」を

実
現
す
る
。

（
３
）
大
学
・
専
門
学
校
に
お
け
る
生
涯
学
習
機
会
創
出
・
運
営
体
制
の
モ
デ
ル
構
築

・
大

学
等
に
お
け
る
専
門
性
を
活
用
し
た
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
研
究
・
開
発

・
学

生
の
参
画
に
よ
る
、
若
年
層
へ
の
障
害
理
解
を
推
進
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施

単
価
：
1
5

0
万
円

/
件

件
数
：
９
箇
所

対
象
：
大
学
、
専
門
学
校

（
２
）
地
域
連
携
に
よ
る
障
害
者
の
生
涯
学
習
機
会
の
拡
大
促
進

・
市

区
町
村
と
民
間
団
体
等
の
連
携
に
よ
る
多
様
な
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
・
実
施

・
重

度
重
複
障
害
者
向
け
の
訪
問
型
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
対
象

単
価
：
1
3

0
万
円

/
件

件
数
：
3

0
箇
所

対
象
：
市
区
町
村
、
民
間
団
体
等

②
自
治
体
へ
の
調
査

障
害
者
の
生
涯
学
習
に
関
す
る
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
い
る
。

*
都
道
府
県

 4
6.

3%
市
区
町
村

 1
6.
１

%

＊
参
考
：
平
成

29
年
度
調
査

都
道
府
県

 2
.9

%
 市
区
町
村

 4
.2

%

①
障
害
当
事
者
の
声
（
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
）

・生
涯

学
習

機
会

が
「十

分
に

あ
る

」・
「あ

る
程

度
あ

る
」

38
.２

%
*

・現
在

生
涯

学
習

に
取

り組
ん

で
い

る
 

  2
0.

7%
・生

涯
学

習
に

取
り組

ん
で

い
な

い
理

由
：

どの
よ

うな
学

習
が

あ
る

の
か

、知
らな

い

＊
参

考
：

平
成

30
年

度
調

査
：

「と
て

も
あ

る
」「

あ
る

」
34

.3
%

55
.8

%

「
障

害
者

の
生

涯
学
習
活
動
に
関
す
る
実
態
調
査
～
地
方
公
共
団
体
及
び
障
害
者
本
人
を
対
象
と
し
た
実
態
調
査
～

」
（
令

和
４
年

度
）

合
理

的
配

慮
/情

報
保

障
に
よ
る

学
習

プ
ロ
グ
ラ
ム
の

実
証

も
実

施

生
涯
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
・
実
施

（
１
）
地
域
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
に
よ
る
障
害
者
の
生
涯
学
習
支
援
体
制
の
構
築

・
都
道
府
県
（
指
定
都
市
）に

お
け
る
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
形

成
。
都

道
府
県

（指
定

都
市

）が
中
心
と
な
り
、
大
学
や
特
別

支
援

学
校
、
社

会
福

祉
法
人

、
地

元
企
業

等
が
連

携
構
築

単
価
：
6

2
0
万
円

/
件

件
数
：
1
0
箇
所

対
象
：
都
道
府
県
、
指
定
都
市

ゴ
ー

ル

担
当

：
男

女
共

同
参

画
共

生
社

会
学

習
・安

全
課

実
践

研
究

現
状

分
析

・
課

題
整

理

障
害

者
の

生
涯

学
習

活
動

を
拡

げ
る

た
め

、1
.の

調
査

結
果

や
2.

の
実

践
研

究
の

成
果

を
発

信
/水

平
・垂

直
展

開
す

る
コン

ファ
レ

ン
ス

を
実

施
す

る
とと

も
に

、ア
ドバ

イザ
ー

の
派

遣
を

行
う。

(
3)
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣

全
国

に
お
け
る
障

害
者

の
生

涯
学

習
の

活
動

を
支

援
す
る
た
め
、

新
た
に
取

組
を
実

施
・検

討
し
よ
う
と
す
る
団

体
等

に
対

し
て
、
要

請
に
応

じ
て
、
障

害
者

の
生

涯
学

習
推

進
に
関

す
る
様

々
な
知

見
を
有

す
る
人

材
を
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
と
し
て
現

地
派

遣
等

を
行

う
。

(
1)
全
国
読
書
バ
リ
ア
フ
リ

ー
推

進
フ
ォ

ー
ラ

ム
読

書
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の

重
要

性
・必

要
性
に
つ
い
て
、
広

く
一
般
の

理
解

を
得

る
た
め
、
さ
ら
に
は
、
地

方
自
治

体
に
お
け
る
計
画

策
定

促
進

や
国

の
第

２
期

基
本

計
画

策
定
に
向
け
た
課
題
の

洗
い
出

し
の

た
め
、
自

治
体

職
員

や
関

係
省

庁
、
関
係

団
体
、
一
般
人

も
参
画

し
討

論
す
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開

催
。

新
規

普
及

・啓
発

拡
充

(
2)
地
域

別
・
テ

ー
マ
別

コ
ン
フ

ァ
レ
ン
ス

拡
充 障

害
者
の
学
び
の
場
の
充
実
を
目
指
し
、
障
害

者
本

人
に
よ
る
学

び
の

成
果
発
表
等
や
学
び
の
場
づ
く
り
に
関
す
る
好
事

例
の

共
有

、
障

害
者

の
生
涯
学
習
活
動
に
関
す
る
研
究
協
議
を
行
う
「
共

に
学

び
、
生

き
る
共

生
社

会
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
」を

全
国

1
0
ブ
ロ
ッ
ク
で
開
催

。
来

年
度

よ
り
、
障

害
種
別
や
実
施
主
体
別
等
の
テ
ー
マ
型
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を

開
催

。

新
た
な
課

題
と

テ
ー
マ
の

発
掘

持
続

的
な
体

制
整

備

3



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２． 
日本語教育・外国人児童生徒等への 

教育等の充実 
 
  

4



1

現
状
・課
題

令
和

6年
度

要
求

・要
望

額
20

.7
7億

円
（

前
年

度
予

算
額

13
.9

5億
円

）

事
業
内
容

ア
ウ
ト
プ
ット
（
活
動
目
標
）

短
期
ア
ウ
ト
カ
ム
（
成
果
目
標
）

中
期
ア
ウ
ト
カ
ム
（
成
果
目
標
）

長
期
ア
ウ
ト
カ
ム
（
成
果
目
標
）

・地
域

日
本

語
教

育
の

全
国

展
開

・日
本

語
教

育
の

人
材

の
質

を
高

め
る

取
組

の
展

開
日

本
語

学
習

者
の

増
（

日
本

語
教

育
環

境
の

整
備

）

・日
本

語
教

育
の

質
の

維
持

及
び

向
上

・外
国

人
との

共
生

社
会

へ
の

寄
与

外
国
人
等
に
対
す
る
日
本
語
教
育
の
推
進

我
が

国
の

在
留

外
国

人
は

令
和

４
年

末
で

約
30

8万
人

。過
去

30
年

で
約

3倍
に

増
加

し、
日

本
語

学
習

者
も

令
和

元
年

で
約

27
万

人
で

あ
る

。新
型

コロ
ナ

ウ
イル

ス
感

染
症

の
影

響
の

入
国

規
制

等
で

在
留

外
国

人
数

の
伸

び
は

鈍
化

した
が

、
令

和
4年

度
か

ら回
復

傾
向

に
あ

る
こと

か
ら、

以
後

、外
国

人
労

働
者

や
留

学
生

数
は

拡
大

す
る

見
込

み
。

政
府

とし
て

、外
国

人
等

との
共

生
社

会
の

実
現

に
向

け
、「

外
国

人
材

の
受

入
れ

・共
生

の
た

め
の

総
合

的
対

応
策

」（
令

和
５

年
度

改
訂

）
等

や
円

滑
な

コミ
ュニ

ケ
ー

シ
ョン

が
で

き
る

環
境

を
整

備
す

る
た

め
の

「日
本

語
教

育
の

推
進

に
関

す
る

法
律

」等
、さ

らに
令

和
５

年
5月

に
成

立
した

日
本

語
教

育
機

関
認

定
法

に
よ

る
日

本
語

教
育

機
関

の
認

定
制

度
や

登
録

日
本

語
教

員
の

資
格

制
度

創
設

を
踏

ま
え

、日
本

語
教

育
の

環
境

整
備

を
計

画
的

に
推

進
。

日
本
語
教
育
の
全
国
展
開
・

学
習
機
会
の
確
保
が
必
要

日
本
語
教
育
の
質
を
維
持
向
上

さ
せ
る
た
め
の
施
策
が
必
要

１ ２

①
外
国
人
材
の
受
入
れ
・
共
生
の
た
め

の
地
域
日
本
語
教
育
の
推
進

(拡
充

)

〇
地
域
日
本
語
教
育
の
中
核
を
担
う
都
道
府

県
・
政
令
指
定
都
市
が
、
市
町
村
や
関
係
機

関
と
連
携
し
教
育
環
境
を
強
化
す
る
た
め
の

総
合
的
な
体
制
づ
く
り
を
支
援
。

〇
令
和

6年
度
に
は

58
自
治
体
（
全
体
の
約

９
割
）
ま
で
支
援
を
拡
充
。

B1
レ
ベ
ル
の
体

系
的
な
日
本
語
教
育
に
は
補
助
率
を
加
算
。

②
日
本
語
教
室
空
白
地
域
解
消
の

推
進
強
化

○
日
本
語
教
室
空
白
地
域
の
市
区
町
村
に

対
し
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
派
遣
、
日
本
語
教
室

の
開
設
・
安
定
化
に
向
け
て
支
援
。

○
IC

Tを
活
用
し
た
日
本
語
学
習
教
材
の

開
発
・
提
供
。
「
日
本
語
教
育
の
参
照
枠
」

に
基
づ
く
動
画
コ
ン
テ
ン
ツ
や
新
た
な

言
語
を
追
加
開
発
。

③
「
生
活
者
と
し
て
の
外
国
人
」

の
た
め
の
特
定
の
ニ
ー
ズ
に
対
応

し
た
日
本
語
教
育
事
業

(拡
充

)

N
PO
法
人
、
公
益
法
人
、
大
学
等
が
行
う
、

広
域
で
共
通
す
る
「
特
定
の
課
題
に
対
す
る

学
習
ニ
ー
ズ
（
特
定
の
ニ
ー
ズ
）
」
に
対
応

し
た
先
進
的
な
取
組
を
創
出
。
（
障
害
を
有

す
る
外
国
人
に
対
す
る
日
本
語
教
育
、
文
字

学
習
中
心
の
日
本
語
教
育
等
）

②
日
本
語
教
師
の
養
成
及
び
現
職
日

本
語
教
師
の
研
修
事
業

日
本
語
教
師
の
養
成
に
必
要
な
「
日
本
語

教
育
人
材
の
養
成
・
研
修
の
在
り
方
に
つ
い

て
（
報
告
）
改
定
版
」
（
平
成

31
年
）
及
び

登
録
日
本
語
教
員
の
資
格
創
設
を
踏
ま
え
、

‣
現
職
日
本
語
教
師
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
普
及
、

‣
日
本
語
教
師
養
成
・
研
修
推
進
拠
点
整
備
、

 
‣
日
本
語
教
師
の
学
び
直
し
・
復
帰
促
進

ア
ッ
プ
デ
ー
ト
研
修
を
実
施
。

⑤
日
本
語
教
育
に
関
す
る
調
査
及
び

調
査
研
究

日
本
語
教
育
を
推
進
す
る
た
め
の
課
題
に
対

応
し
た
調
査
研
究
を
実
施
（
実
態
調
査
、
総
合

的
な
調
査
研
究
）
。

③
資
格
の
整
備
等
に
よ
る
日
本
語
教
育

の
水
準
の
維
持
向
上
（
拡
充
）

日
本
語
教
育
機
関
認
定
法
の
実
施
に
必
要

な
環
境
整
備
を
図
る
。

‣
日
本
語
教
員
試
験
の
実
施

‣
日
本
語
教
育
機
関
認
定
法
ポ
ー
タ
ル
の

構
築
・
運
用

‣
現
職
日
本
語
教
師
へ
の
講
習
実
施

（
経
過
措
置
）

①
「
日
本
語
教
育
の
参
照
枠
」
を
活
用

し
た
教
育
モ
デ
ル
開
発
事
業

令
和
３
年
度
に
策
定
さ
れ
た
「
日
本
語
教

育
の
参
照
枠
」
の
活
用
を
促
進
す
る
た
め
、

令
和
４
年
度
か
ら
計
画
的
に
生
活
・
留
学
・

就
労
の
分
野
で
の
教
育
の
内
容
・
方
法
等
の

モ
デ
ル
や
教
材
等
の
開
発
・
普
及
を
実
施
。

令
和
６
年
度
は
令
和
５
年
度
に
開
発
さ
れ

た
モ
デ
ル
の
普
及
（
活
用
促
進
）
を
促
進
。

条
約
難
民
等
に
対
す
る
日
本
語
教
育

（
拡
充
）

〇
条
約
難
民
及
び
第
三
国
定
住
難
民
等
に

対
す
る
日
本
語
教
育
を
実
施
。

〇
改
正
入
管
法
に
よ
り
創
設
さ
れ
た
補
完

的
保
護
対
象
者
に
対
す
る
日
本
語
教
育
を

実
施
（
条
約
難
民
と
同
様
の
支
援
）
。

63
1百

万
円
（

60
0百

万
円
）

15
3 百

万
円
（

15
3百

万
円
）

30
百
万
円
（

24
百
万
円
）

39
6百

万
円
（

12
8百

万
円
）

25
0百

万
円
（

25
0百

万
円
）

28
百
万
円
（

28
百
万
円
）

45
0 百

万
円
（

19
1百

万
円
）

14
百
万
円
（

14
百
万
円
）

１ ２

日 本 語 教 育 の 全 国

展 開 ・ 学 習 機 会 の

確 保

日 本 語 教 育 の 質 の

向 上 等

④
日
本
語
教
育
機
関
認
定
法
等
の

施
行
事
務
に
必
要
な
経
費
（
新
規
）

日
本
語
教
育
機
関
の
認
定
、
日
本
語
教
員
の

登
録
、
実
践
研
修
・
養
成
機
関
の
登
録
等
の
円

滑
な
手
続
に
必
要
な
経
費
を
計
上
。

79
百
万
円
（
－
百
万
円
）

日
本

語
学

習
者

の
増

（
日

本
語

教
育

環
境

の
整

備
）

※
合

計
要

求
・要

望
額

に
は

上
記

の
ほ

か
審

議
会

経
費

40
百

万
円

を
含

む

担
当

：
総

合
教

育
政

策
局

（
令

和
６

年
度

よ
り文

化
庁

国
語

課
か

ら総
合

教
育

政
策

局
へ

移
管

）

5



2

１
．
企
画
評
価
会
議
の
実
施

７
百

万
円

（
前

年
度

7百
万

円
）

２
．
地
域
日
本
語
教
育
の
総
合
的
な
体
制
づ
くり
推
進
【補
助
】

５
９

１
百

万
円

（
前

年
度

５
６

０
百

万
円

）
対
象
：
都
道
府
県
・政
令
指
定
都
市
要
求
件
数
：

58
件
（
前
年
度

55
件
）

３
．
総
合
的
な
体
制
づ
くり
の
優
良
事
例
等
の
普
及
、連
携
強
化
【委
託
】

３
３

百
万

円
（

前
年

度
３

３
百

万
円

）
 都

道
府

県
・政

令
指

定
都

市
日

本
語

教
育

担
当

者
連

絡
会

議
等

を
開

催
す

る
。 

外
国
人
材
の
受
入
れ
・共
生
の
た
め
の

地
域
日
本
語
教
育
推
進
事
業

背
景
・課
題

令
和

6年
度

要
求

・要
望

額
6.

3億
円

（
前

年
度

予
算

額
6.

0億
円

）

事
業
内
容

担
当

：
総

合
教

育
政

策
局

（
令

和
６

年
度

よ
り文

化
庁

国
語

課
か

ら総
合

教
育

政
策

局
へ

移
管

）

都
道
府
県
・政
令
指
定
都
市
に
お
け
る
コ
ー
デ
ィネ
ー
タ
ー
の
配
置
状
況

出
典

：
「都

道
府

県
・政

令
指

定
都

市
日

本
語

教
育

担
当

者
連

絡
会

議
」調

査
票

集
計

結
果

（
文

化
庁

、令
和

5年
3月

）

都
道

府
県

・
政

令
指

定
都

市
（

地
域

国
際

化
協

会
）

総
合

調
整

会
議

総
括

コー
デ

ィネ
ー

ター

・・・

日
本

語
教

育
機

関
、大

学
、企

業
等

の
関

係
機

関
・団

体
等

補
助
率
：
２
分
の
１

※
（
２
）
②
（
以
下
点
線
部
）
を
実
施
す
る
団
体
に
は
補
助
率
加
算

【最
大
３
分
の
２
】

▼
地
域
日
本
語
教
育
の
環
境
強
化
の
た
め
の

 総
合
的
な
体
制
づ
くり

イ
メ
ー
ジ
図①

配
置

して
い

る
、

76
.1

%
(5

1自
治

体
）

②
今

後
、配

置
す

る
予

定
10

.4
%

(7
自

治
体

）

③
配

置
して

い
な

い
9%

(6
自

治
体

）

未
回

答
4.

5%
(3

自
治

体
)

①
日

本
語

教
育

推
進

施
策

の
協

議
を

行
う 

「総
合

調
整

会
議

」設
置

②
地

域
全

体
の

日
本

語
教

育
を

総
括

す
る

「総
括

コー
デ

ィネ
ー

ター
」配

置
③

日
本

語
教

室
へ

の
指

導
・助

言
を

行
う

「地
域

日
本

語
教

育
コー

デ
ィネ

ー
ター

」配
置

市
町

村
が

都
道

府
県

等
の

関
係

機
関

と連
携

して
行

う日
本

語
教

育
等

の
取

組
へ

の
支

援

①
 域

内
へ

の
ノウ

ハ
ウ

等
の

普
及

・啓
発

の
た

め
の

日
本

語
教

育
の

実
施

（
IC

Tの
活

用
、教

材
作

成
、研

修
等

を
含

む
）

②
「生

活
」に

関
す

る
日

本
語

教
育

プ
ログ

ラム
の

提
供

（
以

下
を

含
む

も
の

）
を

目
的

とし
た

取
組

の
開

発
・試

行
 ⅰ

「日
本

語
教

育
の

参
照

枠
」に

基
づ

く「
生

活
Ca

n
do

」を
参

照
した

質
の

高
い

日
本

語
教

育
ⅱ

「地
域

に
お

け
る

日
本

語
教

育
の

在
り方

に
つ

い
て

（
報

告
）

」で
示

す
レ

ベ
ル

(B
1）

・時
間

数
(3

50
h以

上
)に

応
じた

体
系

的
な

日
本

語
教

育
 

（
１
）
広
域
で
の
総
合
的
な
体
制
づ
くり

（
２
）
地
域
の
日
本
語
教
育
水
準
の
維
持
向
上

（
３
）
都
道
府
県
等
を
通
じた
市
町
村
へ
の
支
援

市
町

村
向

け
間

接
補

助
分

特
別

交
付

税
措

置

ア
ウ
ト
プ
ット
（
活
動
目
標
）

短
期
ア
ウ
ト
カ
ム
（
成
果
目
標
）

中
期
ア
ウ
ト
カ
ム
（
成
果
目
標
）

長
期
ア
ウ
ト
カ
ム
（
成
果
目
標
）

・都
道

府
県

・政
令

指
定

都
市

に
対

す
る

地
域

日
本

語
教

育
の

総
合

的
な

体
制

づ
くり

推
進

事
業

に
よ

る
支

援
の

実
施

・地
域

日
本

語
教

育
の

総
合

的
な

体
制

づ
くり

推
進

事
業

に
よ

る
各

地
域

で
の

日
本

語
教

育
支

援
体

制
の

整
備

・地
域

日
本

語
教

育
の

総
合

的
な

体
制

づ
くり

推
進

事
業

に
よ

る
日

本
語

教
育

の
機

会
提

供
に

係
る

関
係

機
関

との
連

携
の

強
化

・地
域

日
本

語
教

育
の

総
合

的
な

体
制

づ
くり

推
進

事
業

に
よ

る
日

本
語

教
育

環
境

の
醸

成
と外

国
人

との
共

生
社

会
に

対
す

る
意

識
の

向
上

①
令

和
元

年
に

「日
本

語
教

育
の

推
進

に
関

す
る

法
律

」が
公

布
・施

行
、令

和
2年

に
は

そ
れ

に
基

づ
く国

の
基

本
方

針
が

閣
議

決
定

され
た

。
ま

た
、「

外
国

人
との

共
生

社
会

の
実

現
に

向
け

た
ロー

ドマ
ップ

」で
は

、日
本

語
教

育
が

重
点

事
項

とし
て

位
置

付
け

られ
て

い
る

。さ
らに

、「
経

済
財

政
運

営
と改

革
の

基
本

方
針

20
23

」及
び

「成
長

戦
略

フォ
ロー

ア
ップ

」に
お

い
て

も
、地

域
の

日
本

語
教

育
の

体
制

づ
くり

が
位

置
付

け
られ

て
い

る
。

②
都

道
府

県
・政

令
指

定
都

市
対

象
の

調
査

に
よ

る
とコ

ー
デ

ィネ
ー

ター
の

配
置

や
日

本
語

教
育

の
機

会
提

供
が

進
む

中
、必

要
な

専
門

人
材

（
日

本
語

教
師

、学
習

支
援

者
）

の
不

足
や

、学
習

者
の

ニ
ー

ズ
に

対
応

した
質

の
高

い
日

本
語

教
育

の
実

施
が

十
分

で
な

い
な

どの
課

題
が

あ
る

。
③

文
化

審
議

会
国

語
分

科
会

で
は

、令
和

３
年

度
に

「日
本

語
教

育
の

参
照

枠
」を

策
定

し、
「地

域
に

お
け

る
日

本
語

教
育

の
在

り方
に

つ
い

て
（

報
告

）
」（

令
和

４
年

11
月

）
で

は
、今

後
の

地
方

公
共

団
体

等
に

お
け

る
日

本
語

教
育

の
方

向
性

や
「生

活
Ca

n 
do

」が
示

され
た

。こ
れ

らの
体

系
的

な
日

本
語

教
育

を
地

域
に

普
及

す
る

こと
に

よ
る

教
育

の
質

の
維

持
向

上
が

求
め

られ
て

い
る

。
※

 令
和

５
年

６
月

に
は

、「
生

活
」に

関
す

る
教

育
を

行
う機

関
も

対
象

とし
た

「日
本

語
教

育
の

適
正

か
つ

確
実

な
実

施
を

図
る

た
め

の
日

本
語

教
育

機
関

の
認

定
等

に
関

す
る

法
律

」が
公

布
。

地
域

日
本

語
教

育
コー

デ
ィネ

ー
ター

日
本

語
教

室
・
・
・

日
本

語
教

室

地
域

日
本

語
教

育
コー

デ
ィネ

ー
ター

日
本

語
教

室
・
・
・

日
本

語
教

室

地
域

A

地
域

B

連
携

・協
力

6



3

資
格
の
整
備
等
に
よ
る
日
本
語
教
育
の
水
準
の
維
持
向
上

現
状
・課
題

令
和

6年
度

要
求

・要
望

額
４

.5
億

円
（

前
年

度
予

算
額

1.
9億

円
）

事
業
内
容

ア
ウ
ト
プ
ット
（
活
動
目
標
）

短
期
ア
ウ
ト
カ
ム
（
成
果
目
標
）

長
期
ア
ウ
ト
カ
ム
（
成
果
目
標
）

・日
本

語
教

育
の

質
の

維
持

・向
上

・日
本

語
に

困
難

を
抱

え
る

在
留

外
国

人
の

減
少

・外
国

人
との

共
生

社
会

の
実

現
へ

の
寄

与

３
．
登
録
日
本
語
教
員
の
経
過
措
置
に
係
る
経
験
者
講
習
実
施
業
務

要
求

額
：

63
百
万
円

登
録

日
本

語
教

員
の

経
過

措
置

に
係

る
経

験
者

講
習

を
実

施
す

る
。本

講
習

の
修

了
を

も
って

、国
家

試
験

で
あ

る
日

本
語

教
員

試
験

の
一

部
ま

た
は

全
部

が
免

除
され

る
。経

過
措

置
期

間
は

５
年

、対
象

者
は

現
職

日
本

語
教

員
や

大
学

教
員

な
ど約

１
万

人
程

度
を

想
定

。講
習

は
、L

M
S等

を
活

用
した

オ
ン

デ
マ

ン
ド型

の
授

業
と単

元
確

認
テ

ス
ト、

講
習

修
了

認
定

試
験

等
で

構
成

す
る

。

・
法

律
の

施
行

に
必

要
な

環
境

の
整

備

１
．
日
本
語
教
員
試
験
実
施
業
務

要
求

・要
望

額
：

26
7百

万
円

日
本

語
教

育
機

関
認

定
法

に
基

づ
く日

本
語

教
員

試
験

（
国

家
試

験
）

を
実

施
す

る
。ま

た
、日

本
語

教
員

試
験

の
実

施
に

向
け

、試
験

問
題

及
び

試
験

運
営

の
検

証
を

行
う試

行
試

験
を

1,
00

0名
程

度
の

規
模

で
実

施
す

る
。

在
留

外
国

人
等

が
増

加
し、

日
本

語
教

育
に

対
す

る
ニ

ー
ズ

の
多

様
化

が
進

ん
で

い
る

こと
に

伴
い

、日
本

語
教

育
の

専
門

的
な

知
識

及
び

技
能

を
有

す
る

指
導

者
の

不
足

等
が

課
題

とな
って

い
る

。
こう

した
現

状
を

ふ
ま

え
、一

定
の

基
準

を
満

た
す

日
本

語
教

育
機

関
の

認
定

制
度

や
、認

定
を

受
け

た
日

本
語

教
育

機
関

で
日

本
語

教
育

を
行

う教
員

の
資

格
制

度
等

を
定

め
る

「日
本

語
教

育
の

適
正

か
つ

確
実

な
実

施
を

図
る

た
め

の
日

本
語

教
育

機
関

の
認

定
等

に
関

す
る

法
律

」（
令

和
５

年
法

律
第

41
号

）
が

令
和

５
年

６
月

に
公

布
され

、令
和

６
年

４
月

よ
り施

行
され

る
。

これ
を

受
け

、法
律

に
規

定
され

る
認

定
日

本
語

教
育

機
関

等
に

つ
い

て
の

多
言

語
で

の
情

報
発

信
、「

日
本

語
教

員
試

験
」（

国
家

試
験

）
の

実
施

、経
過

措
置

期
間

の
経

験
者

講
習

の
実

施
な

ど、
新

た
な

制
度

を
確

実
に

実
行

す
る

た
め

の
環

境
整

備
を

進
め

る
。

２
．
日
本
語
教
育
機
関
認
定
法
ポ
ー
タ
ル
の
構
築
及
び
運
用
・保
守
業
務

要
求

・要
望

額
：

12
0百

万
円

日
本

語
教

育
機

関
の

認
定

・日
本

語
教

員
の

登
録

・実
践

研
修

／
教

員
養

成
機

関
の

登
録

に
係

る
新

規
申

請
・変

更
等

各
種

手
続

き
の

電
子

申
請

受
付

や
、日

本
語

教
育

機
関

認
定

法
に

定
め

られ
た

認
定

日
本

語
教

育
機

関
の

多
言

語
で

の
情

報
公

表
等

を
円

滑
に

実
施

す
る

た
め

の
ポ

ー
タル

サ
イト

を
構

築
す

る
。認

定
日

本
語

教
育

機
関

や
登

録
日

本
語

教
員

の
活

用
促

進
の

た
め

、本
ポ

ー
タル

サ
イト

に
お

い
て

情
報

を
一

元
化

し、
日

本
語

学
習

希
望

者
や

外
国

人
就

労
者

を
受

け
て

入
れ

て
い

る
企

業
、生

活
者

とし
て

受
け

入
れ

て
い

る
地

方
自

治
体

、登
録

日
本

語
教

員
を

目
指

す
者

等
、様

々
な

日
本

語
教

育
関

係
者

へ
の

情
報

発
信

を
行

う。

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
イ
メ
ー
ジ

担
当

：
総

合
教

育
政

策
局

（
令

和
６

年
度

よ
り文

化
庁

国
語

課
か

ら総
合

教
育

政
策

局
へ

移
管

）
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4

条
約
難
民
及
び
第
三
国
定
住
難
民
等
に
対
す
る
日
本
語
教
育

現
状
・課
題

令
和

6年
度

要
求

額
4.

0億
円

（
前

年
度

予
算

額
1.

3億
円

）

条
約

難
民

（
※

１
）

に
つ

い
て

は
、「

難
民

対
策

に
つ

い
て

（
平

成
14

年
閣

議
了

解
）

」及
び

「条
約

難
民

に
対

す
る

定
住

支
援

策
及

び
難

民
認

定
申

請
者

へ
の

支
援

に
関

す
る

当
面

の
具

体
的

措
置

等
に

つ
い

て
」（

同
年

月
日

難
民

対
策

連
絡

調
整

会
議

決
定

）
に

基
づ

き
、平

成
18

年
か

ら難
民

認
定

者
に

対
す

る
日

本
語

教
育

支
援

を
（

年
約

30
名

）
実

施
。

第
三

国
定

住
難

民
（

※
２

）
に

つ
い

て
は

、平
成

22
年

度
か

らタ
イ・

マ
レ

ー
シ

ア
国

内
に

お
い

て
一

時
的

に
庇

護
等

され
て

い
る

ミャ
ン

マ
ー

難
民

の
受

入
れ

を
行

い
、定

住
支

援
策

とし
て

日
本

語
教

育
支

援
を

実
施

（
ア

ジ
ア

地
域

か
ら年

2回
60
名
の
受
入
れ
）

（
「第

三
国

定
住

に
よ

る
難

民
の

受
入

れ
の

実
施

に
つ

い
て

（
令

和
元

年
閣

議
了

解
）

」等
補

完
的

保
護

対
象

者
（

※
３

）
に

つ
い

て
は

、令
和

５
年

６
月

に
成

立
した

改
正

入
管

法
に

よ
り、

「難
民

」の
要

件
で

あ
る

５
つ

の
迫

害
理

由
以

外
の

理
由

に
よ

り迫
害

を
受

け
る

お
そ

れ
が

あ
る

者
（

紛
争

等
に

よ
る

避
難

民
）

を
保

護
す

る
た

め
創

設
され

た
。条

約
難

民
と同

等
の

支
援

を
行

う。

（
※

１
）
条
約
難
民

・・
・「

難
民

の
地

位
に

関
す

る
条

約
」

に
定

義
され

た
難

民
の

条
件

に
該

当
し、

「出
入

国
管

理
及

び
難

民
認

定
法

」（
入

管
法

）
に

よ
って

認
定

され
た

者
。

（
※

２
）
第
三
国
定
住
難
民

・・
・難

民
キ

ャン
プ

等
で

一
時

的
な

庇
護

を
受

け
た

難
民

を
第

三
国

定
住

に
よ

り難
民

と
して

受
け

入
れ

る
者

。
（

※
３

）
補
完
的
保
護
対
象
者

・・
・令

和
５

年
12

月
に

改
正

入
管

法
が

施
行

、認
定

申
請

開
始

。

事
業
内
容 入 国

 

定
住
支
援
施
設
退
所
後
の
支
援

日
本

語
教

育
相

談
員

に
よ

る
指

導
・助

言
及

び
日

本
語

学
習

教
材

の
支

援
等

申 請

日
本
語
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
（

57
2授

業
時
間
※
１
授
業
時
間
４
５
分
）

日
本

へ
の

定
住

に
必

要
とさ

れ
る

日
本

語
能

力
の

習
得

●
対

面
ま

た
は

オ
ン

ライ
ン

に
よ

る
6か

月
コー

ス
・1

日
6コ

マ
、昼

間
開

講
、前

後
期

に
分

け
年

２
期

実
施

・東
日

本
・西

日
本

２
拠

点
の

み
対

面
 ●

対
面

ま
た

は
オ

ン
ライ

ン
に

よ
る

1 年
コー

ス
・1

日
3コ

マ
、夜

間
開

講

認 定

（ 法 務 省 ）
日

本
語

教
育

相
談

員
に

よ
る

指
導

・助
言

及
び

日
本

語
学

習
教

材
の

支
援

等

条
約
難
民

第
三
国
定
住
難
民
（
非
識
字
者
・子
供
を
含
む
）

出 国 前 研 修 （ 外 務 省 ）

申 請 難 民 選 考 （ 法 務 省 ）

定
住
支
援
施
設
に
お
け
る
定
住
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

難
民

の
定

住
先

の
自

治
体

と連
携

を
図

りな
が

ら
継

続
的

に
日

本
語

を
学

習
で

き
る

よ
う、

地
域

の
実

情
に

応
じた

持
続

可
能

な
日

本
語

教
育

の
支

援
体

制
を

構
築

・日
本

語
教

育
コー

デ
ィネ

ー
ター

の
配

置
・関

係
機

関
・団

体
の

ネ
ット

ワ
ー

ク会
議

・日
本

語
教

室
の

開
催

・支
援

者
の

養
成

研
修

・通
信

教
材

に
よ

る
読

み
書

き
学

習
支

援
等

日
本
語
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
（

57
2授

業
時
間
※
１
授
業
時
間
４
５
分
）

日
本

へ
の

定
住

に
必

要
とさ

れ
る

日
本

語
能

力
の

習
得

 ●
 大

人
：

6か
月

コー
ス

（
1日

6コ
マ

、昼
間

開
講

)
 ●

 子
供

：
6 か

月
コー

ス
（

1日
6コ

マ
、昼

間
開

講
)

教
育

の
効

果
に

つ
い

て
半

年
ご

とに
調

査
を

実
施

（
退

所
後

５
年

）

地 域 日 本 語 教 室 へ の 参 加 等 自 立 ・ 定 住 へ

定
住
支
援
施
設
に
お
け
る
定
住
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

難
民

受
入

れ
実

績
を

有
す

る
機

関
及

び
難

民
に

対
す

る
日

本
語

教
師

（
初

任
）

研
修

修
了

教
員

に
よ

る
指

導

補
完
的
保
護
対
象
者

ス
ー

パ
ー

で
買

い
物

の
仕

方
を

学
習 定

住
支

援
施

設
で

の
日

本
語

の
授

業

学
習

発
表

会
の

様
子

と
教

材
一

例

ア
ウ
ト
プ
ット
（
活
動
目
標
）

短
期
ア
ウ
ト
カ
ム
（
成
果
目
標
）

中
期
ア
ウ
ト
カ
ム
（
成
果
目
標
）

長
期
ア
ウ
ト
カ
ム
（
成
果
目
標
）

日
本

へ
の

定
住

に
必

要
とさ

れ
る

B1
相

当
ま

で
の

日
本

語
能

力
の

習
得

定
住

後
の

自
立

・定
住

の
促

進
定

住
先

自
治

体
の

負
担

軽
減

定
住

後
の

自
立

・定
住

の
促

進
定

住
先

自
治

体
の

負
担

軽
減

共
生

社
会

へ
の

実
現

に
寄

与

担
当

：
総

合
教

育
政

策
局

（
令

和
６

年
度

よ
り文

化
庁

国
語

課
か

ら総
合

教
育

政
策

局
へ

移
管

）
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外
国

人
の

子
供

た
ち

が
将

来
に

わ
た

って
我

が
国

に
居

住
し、

共
生

社
会

の
一

員
とし

て
今

後
の

日
本

を
形

成
す

る
存

在
で

あ
る

こと
を

前
提

に
、

学
校

等
に

お
い

て
日

本
語

指
導

を
含

め
た

き
め

細
か

な
指

導
を

行
うな

ど、
適

切
な

教
育

の
機

会
が

提
供

され
る

よ
うに

す
る

施
策
の
目
標

高
等

学
校

段
階

日
本
語
指
導
が
必
要
な
児
童
生
徒
等
の
教
育
支
援
基
盤
整
備
事
業
（

H
30
年
度
～
）

21
百
万
円
（

21
百
万
円
）

・「
か

す
た

ね
っと

」に
よ

る
多

言
語

文
書

や
日

本
語

指
導

教
材

等
の

提
供

・ア
ドバ

イザ
ー

に
よ

る
指

導
・助

言
・外

国
人

の
子

供
の

就
学

状
況

等
調

査
（

R元
年

度
～

）
等

⇒
（

本
事

業
に

よ
り達

成
され

る
成

果
）

日
本

語
指

導
に

係
る

施
策

立
案

に
関

す
る

助
言

・指
導

や
情

報
共

有
な

どが
図

られ
、外

国
人

児
童

生
徒

等
の

教
育

支
援

体
制

の
基

盤
が

形
成

され
る

外
国
人
の
子
供
の
就
学
促
進
事
業
（

H
27
年
度
～
）

10
0百

万
円
（

10
0

百
万
円
）

＜
支

援
メニ

ュー
＞

補
助

率
3分

の
1

・就
学

状
況

等
の

把
握

、就
学

ガ
イダ

ン
ス

・日
本

語
指

導
、学

習
指

導
等

⇒
（

本
事

業
に

よ
り達

成
され

る
成

果
）

不
就

学
を

防
止

し、
全

て
の

外
国

人
の

子
供

の
教

育
機

会
が

確
保

され
る

児
童
生
徒
の
日
本
語
能
力
把
握
の
充
実
に
向
け
た
調
査
研
究
（

R
5年

度
～
）

36
百
万
円

(3
6百

万
円
）

・「
外

国
人

児
童

生
徒

の
た

め
の

JS
L対

話
型

ア
セ

ス
メン

ト」
を

踏
ま

え
、児

童
生

徒
の

日
本

語
能

力
を

評
価

す
る

とと
も

に
、日

本
語

指
導

の
目

標
や

指
導

内
容

決
定

の
基

礎
とな

る
能

力
記

述
文

（
Ca

n-
Do

）
を

作
成

す
る

・散
在

地
域

に
お

い
て

、関
係

機
関

が
連

携
し、

日
本

語
能

力
を

含
む

児
童

生
徒

の
実

態
把

握
の

方
法

・体
制

を
研

究
す

る
  ⇒

（
本

事
業

に
よ

り達
成

され
る

成
果

）
児

童
生

徒
の

日
本

語
能

力
評

価
に

際
し、

客
観

的
な

評
価

ツー
ル

を
活

用
す

る
こと

で
適

切
な

指
導

が
実

施
され

る
   

 
散

在
地

域
に

お
い

て
、関

係
機

関
が

連
携

し、
児

童
生

徒
の

日
本

語
能

力
等

の
実

態
を

踏
ま

え
た

、指
導

体
制

が
整

備
され

る

現 状 ・ 課 題

入
国

・就
学

前
義

務
教

育
段

階
•

約
8千

人
が

不
就

学
の

可
能

性
•

日
本

語
指

導
が

必
要

な
児

童
生

徒
は

約
5.

8万
人

•
うち

、特
別

の
指

導
を

受
け

られ
て

い
な

い
児

童
生

徒
が

約
１

割
存

在
•

年
間

で
6.

7%
が

中
退

•
大

学
等

進
学

率
は

51
.8

％

進
学
・

就
職
へ

①
就
学
状
況
の
把
握
、就
学
の

促
進

②
指
導
体
制
の
確
保
・充
実

③
日
本
語
指
導
担
当
教
師
等
の
指
導
力
の
向
上
、支
援
環
境
の
改
善

⑤
異
文
化
理
解
、母
語
・母
文
化
を
尊
重
し
た
取
組
の
推
進

④
中
学
生
・高
校
生
の
進
学
・

キ
ャリ
ア
支
援
の
充
実

体 制 整 備 指 導 内 容 構 築

帰
国
・外
国
人
児
童
生
徒
教
育
等
に
係
る
研
究
協
議
会
等
（

H
25
年
度
～
）

0.
７
百
万
円
（

0.
7百

万
円
）

帰
国
・外
国
人
児
童
生
徒
等
に
対
す
る
き
め
細
か
な
支
援
事
業
（

H
25
年
度
～
）

1,
07

1百
万
円
（

1,
03

9百
万
円
）

＜
支

援
メニ

ュー
＞

補
助
率

3分
の

１
・拠

点
校

方
式

に
よ

る
指

導
体

制
構

築
・日

本
語

指
導

者
、母

語
支

援
員

派
遣

・オ
ン

ライ
ン

指
導

や
多

言
語

翻
訳

シ
ス

テ
ム

等
の

IC
T活

用
・高

校
生

に
対

す
る

包
括

的
な

支
援

等
⇒

（
本

事
業

に
よ

り達
成

され
る

成
果

）
学

校
生

活
に

必
要

な
日

本
語

指
導

、教
科

との
統

合
指

導
、進

路
指

導
な

ど、
外

国
人

児
童

生
徒

等
に

対
す

る
総

合
的

・多
面

的
な

指
導

・支
援

体
制

が
地

域
の

実
情

に
沿

って
構

築
され

る

日
本

語
指

導
の

体
制

整
備

就
学

促
進

外
国
人
児
童
生
徒
等
へ
の
教
育
の
充
実

令
和

6年
度

要
求

・要
望

額
1,

23
8百

万
円

 
（

前
年

度
予

算
額

   
 

 
   

  
 

 1
,1

96
百

万
円

）

児
童
生
徒
へ
の
日
本
語
指
導
の
支
援
体
制
に
関
す
る
調
査
研
究
（
新
規
）

10
百
万
円

・小
・中

・高
等

学
校

に
お

け
る

日
本

語
指

導
の

教
育

支
援

の
実

態
を

調
査

し、
登

録
日

本
語

教
員

の
活

用
を

含
め

た
支

援
方

策
の

具
体

的
な

検
討

を
行

うと
とも

に
、支

援
体

制
等

に
関

す
る

研
修

を
行

う
  ⇒

（
本

事
業

に
よ

り達
成

され
る

成
果

）
登

録
日

本
語

教
員

の
活

用
の

検
討

等
を

行
うこ

とに
よ

り、
制

度
開

始
後

、速
や

か
に

日
本

語
指

導
の

支
援

体
制

を
構

築
す

る
こと

が
で

き
る

登
録

日
本
語
教
員
の
活
用

（
担

当
：

総
合

教
育

政
策

局
国

際
教

育
課

）

9



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３． 
地域と学校等の連携・協働による地域の 
教育力の向上や体験活動の充実、 
学校安全体制の整備の推進 
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（
担

当
：

総
合

教
育

政
策

局
地

域
学

習
推

進
課

）

学
校
を
核
とし
た
地
域
力
強
化
プ
ラ
ン

背
景 ・

課
題

事
業
内
容

8,
21

6百
万
円

（
7,

06
6百

万
円

）
コ
ミュ
ニ
テ
ィ・
ス
ク
ー
ル
と地

域
学
校
協
働
活
動
を
一
体
的

に
推
進
す
る
自
治
体
の
取
組
を
支
援
。地

域
と学

校
の

連
携

・
協

働
に

よ
る

学
校

運
営

、地
域

住
民

が
参

画
した
学
習
支
援
・

体
験
活
動
や
働
き
方
改
革
に
資
す
る
取
組

な
ど多

様
な

活
動

を
推

進
。

1
地
域
と学

校
の
連
携
・協
働
体
制
構
築
事
業

81
百
万
円

（
75

百
万

円
）

家
庭
教
育
支
援
チ
ー
ム

の
組

織
化

に
よ

る
保

護
者

へ
の

学
習

機
会

や
情

報
の

提
供

に
加

え
、個
別
の
支
援
が
必
要
な
家
庭

に
寄

り添
った

相
談

対
応

の
実

施
や

、そ
れ

に
対

応
す

る
た

め
の

チ
ー

ム
員

等
に

対
す

る
研

修
の

強
化

に
つ

い
て

支
援
。

２
地
域
に
お
け
る
家
庭
教
育
支
援
基
盤
構
築
事
業

33
8百

万
円

（
33

8百
万

円
）

ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
・リ
ー
ダ
ー
（
防
犯
の
知
識
を
有
す
る
者
）

や
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
（
学
校
安
全
ボ
ラ
ン
テ
ィア
）

の
活

用
等

に
よ

り、
地
域
と連

携
し
た
学
校
安
全
の
取
組

を
推

進
し、

地
域

ぐる
み

で
子

供
の

安
全

を
見

守
る

体
制

を
整

備
。

３
地
域
ぐる
み
の
学
校
安
全
体
制
整
備
推
進
事
業

19
百
万
円

（
9百

万
円

）

就
職

や
キ

ャリ
ア

ア
ップ

に
お

い
て

不
利

な
立

場
に

あ
る
高
校
中

退
者
等

を
対

象
に

、地
域

資
源

を
活

用
しな

が
ら、

高
等

学
校

卒
業

程
度

の
学

力
を

身
に

付
け

させ
る

た
め

の
学
習
相
談
及
び

学
習
支
援
等

を
実

施
す

る
自

治
体

の
取

組
を

支
援

。

４
地
域
に
お
け
る
学
び
を
通
じ
た

ス
テ
ップ
ア
ップ
支
援
促
進
事
業

12
0百

万
円

（
99

百
万

円
）

自
然

体
験

、農
山

漁
村

体
験

、文
化

芸
術

体
験

な
ど宿
泊
を

伴
う様

々
な
体
験
活
動

を
通

じて
、児

童
生

徒
の

豊
か

な
人

間
性

や
社

会
性

を
育

む
とと

も
に

、自
己

有
用

感
を

高
め

、自
らの

役
割

を
意

識
させ

る
な

ど一
人
一
人
の
キ
ャリ
ア
発
達
を
促
進

。

５
健
全
育
成
の
た
め
の
体
験
活
動
推
進
事
業

15
百
万
円

（
8百

万
円

）

キ
ャリ
ア
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー

を
都

道
府

県
等

に
配

置
し、
地
元
企
業
等
と連

携
し
た
職
場
体
験
や
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ップ
及
び
地
元
へ
の
愛
着
を
深
め
る
キ
ャリ
ア
教
育

を
推

進
し、

地
元

に
就

職
し地

域
を

担
う人

材
を

育
成

。

地
域
を
担
う人

材
育
成
の
た
め
の

キ
ャリ
ア
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
推
進
事
業

６

事
業

概
要

：
下

記
①

～
⑥

の
メニ

ュー
を

組
み

合
わ

せ
て

実
施

す
る

自
治

体
の

取
組

を
総

合
的

に
支

援
す

る
補

助
事

業

対
象

(交
付

先
)

：
都

道
府

県
・政

令
市

・中
核

市
（

以
下

「都
道

府
県

等
」）

補
助

率
：

国
1/

3、
都

道
府

県
等

1/
3、

市
区

町
村

1/
3

（
都

道
府

県
等

が
直

接
実

施
す

る
場

合
、都

道
府

県
等

 2
/3

）

件
数

・
単

価
：

各
メニ

ュー
に

よ
って

補
助

対
象

とな
る

件
数

・単
価

は
異

な
る

➤
 少

子
高

齢
化

、地
域

の
つ

な
が

りの
希

薄
化

等
に

よ
り、

子
供

を
取

り巻
く地

域
力

が
衰

退
して

い
る

。ま
た

、学
校

に
お

け
る

働
き

方
改

革
へ

の
対

応
、い

じめ
・不

登
校

、
児

童
虐

待
の

増
大

等
、学

校
や

家
庭

が
抱

え
る

課
題

も
複

雑
化

・困
難

化
して

お
り、

学
校

・家
庭

・地
域

そ
れ

ぞ
れ

だ
け

で
の

対
応

で
は

限
界

が
生

じて
い

る
。

➤
 学
校
の
み
な
ら
ず
、家
庭
や
地
域
住
民
等
が
相
互
に
連
携
・協
働
し
て
、地
域
全
体
で
子
供
た
ち
の
成
長
を
支
え
る
社
会
を
実
現
す
る
必
要
が
あ
る
。

➤
 自

治
体

が
、そ

れ
ぞ

れ
の
課
題
や
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
効
果
的
な
取
組
を
実
施

で
き

る
よ

う、
複
数
の
事
業
を
組
み
合
わ
せ
た
総
合
的
な
支
援
を
実
施
す
る
。

●
学

校
・家

庭
・地

域
の

連
携

・協
働

体
制

の
構

築
●

地
域

の
多

様
な

関
係

者
の

参
画

に
よ

る
地

域
の

特
色

を
生

か
した

教
育

活
動

の
充

実

学
校
と
地
域
が
連
携
・協
働
し
て
、自

立
的
・継
続
的

に
子
供
を
取
り巻

く課
題
を
解
決
で
き
る
環
境
の
醸
成

地
域
全
体
で
子
供
た
ち
の
成
長
を
支
え
る

社
会
の
実
現

令
和

6年
度

要
求

・要
望

額
8,

88
1百

万
円

（
前

年
度

予
算

額
7,

65
0百

万
円

）
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本
事
業
を
通
じ
て
、

子
供
を
取
り巻

く課
題
（
※
）
を

改
善
・解
決
し
た
自
治
体
の
増
加

▶
各

自
治

体
は

、課
題

に
応

じた
目
標
を
設
定

し、
事

業
年

度
ご

とに
取
組
の
成
果
分
析
を
実
施

▶
国

は
、各

自
治

体
の

評
価

を
とり

ま
とめ

、事
業

年
度

ご
とに
事
業
全
体
の
成
果
分
析
を
実
施

併
せ

て
、全
国
の
好
事
例
等
を
共
有
し
、各
自
治
体
の
事
業
改
善
に
繋
げ
る

第
４

章
中

長
期

の
経

済
財

政
運

営
５

．
経

済
社

会
の

活
力

を
支

え
る

教
育

・研
究

活
動

の
推

進
（

質
の

高
い

公
教

育
の

再
生

等
）

教
職

の
魅

力
向

上
等

を
通

じ、
志

あ
る

優
れ

た
教

師
の

発
掘

・確
保

に
全

力
で

取
り組

む
。教

師
が

安
心

して
本

務
に

集
中

し、
志

気
高

く誇
りを

持
って

こど
も

に
向

き
合

うこ
とが

で
き

る
よ

う、
（

略
）
コミ
ュニ
テ
ィ・
ス
ク
ー
ル
等
も

活
用
し
た

社
会

全
体

の
理

解
の

醸
成

や
慣

習
に

とら
わ

れ
な

い
廃

止
等

を
含

む
学

校
・教

師
が

担
う業

務
の

適
正

化
等

を
推

進
す

る
。 ・

・・
（

略
）

安
心

して
柔

軟
に

学
べ

る
多

様
な

学
び

の
場

の
環

境
整

備
を

強
化

す
る

。（
略

）
地

域
を

始
め

社
会

の
多

様
な

専
門

性
を

有
す

る
大

人
や

関
係

機
関

が
協

働
して

き
め

細
か

く教
育

に
関

わ
る

チ
ー

ム
学

校
との

考
え

方
の

下
、 地

域
と連

携
し
た
コミ
ュニ
テ
ィ・
ス
ク
ー
ル
の
導
入
を
加
速
す
る

とと
も

に
、・

・・
（

略
）

地
域
と学

校
の
連
携
・協
働
体
制
構
築
事
業

～
コミ
ュニ
テ
ィ・
ス
ク
ー
ル
と地

域
学
校
協
働
活
動
の
一
体
的
推
進
～

コミ
ュニ

テ
ィ・

ス
クー

ル
と地

域
学

校
協

働
活

動
を

一
体

的
に

推
進

す
る

自
治

体
の

取
組

に
対

す
る

財
政

支
援

事
業
内
容

（
担

当
：

総
合

教
育

政
策

局
地

域
学

習
推

進
課

）

ア
ウ
ト
プ
ット
（
活
動
目
標
）

短
期
ア
ウ
ト
カ
ム
（
成
果
目
標
）

中
期
ア
ウ
ト
カ
ム
（
成
果
目
標
）

長
期
ア
ウ
ト
カ
ム
（
成
果
目
標
）

▶
予

測
困

難
な

これ
か

らの
社

会
に

お
い

て
は

、学
校
・家
庭
・地
域
が
連
携
・協
働

し、
社
会
全
体
で
学

校
や
子
供
た
ち
の
成
長
を
支
え
る
こと
が
重
要

▶
コミ

ュニ
テ

ィ・
ス

クー
ル

は
、子

供
を

取
り巻

く課
題

の
解

決
に

向
け

て
、保
護
者
や
地
域
住
民
等
が
一
定

の
権
限
と責

任
を
持
つ
「当
事
者
」と
し
て
学
校
運
営
に
参
画

す
る

学
校

運
営

協
議

会
を

置
く学

校
（

R4
時

点
:1

5,
22

1校
、4

2.
9％

）

▶
コ
ミュ
ニ
テ
ィ・
ス
ク
ー
ル

と社
会

教
育

活
動

で
あ

る
地
域
学
校
協
働
活
動
を
一
体
的
に
推
進
す
る

こと
で

、
学
校
・家
庭
・地
域
が
連
携
・協
働
し
て
、自
立
的
・継
続
的
に
子
供
を
取
り巻
く課
題
を
解
決
で
き
る

地
域
社
会
の
実
現
を
目
指
す

事
業

実
施

期
間

：
平

成
27

年
度

～

交
付

先
：

都
道

府
県

・政
令

市
・中

核
市

（
以

下
「都

道
府

県
等

」）

要
件

：
①

コミ
ュニ

テ
ィ・

ス
クー

ル
の

導
入

ま
た

は
導

入
計

画
が

あ
る

こと
②

地
域

学
校

協
働

活
動

推
進

員
等

を
配

置
して

い
る

こと

補
助

率
：

国
1/

3、
都

道
府

県
等

1/
3、

市
区

町
村

1/
3

支
援

内
容

：
地

域
学

校
協

働
活

動
推

進
員

や
地

域
ボ

ラン
テ

ィア
等

に
係

る
諸

謝
金

、活
動

に
必

要
な

消
耗

品
等

現
状
・課
題

▶
 地
域
学
校
協
働
活
動
推
進
員
等
の
配
置
促
進
・機
能
強
化

〇
高

校
等

へ
の

配
置

拡
充

（
1,

00
0人

増
）

、学
校

に
お

け
る

働
き

方
改

革
や

放
課

後
児

童
対

策
な

ど地
域

課
題

に
応

じた
追

加
配

置
の

拡
充

（
1,

00
0人

増
）

に
よ

り、
常

駐
的

な
活

動
を

支
援

〇
相

応
しい

知
識

や
経

験
・能

力
を

有
した

人
材

の
確

保
（

謝
金

単
価

の
引

上
げ

）
▶

 都
道
府
県
等
教
育
委
員
会
の
伴
走
支
援
体
制
の
強
化

〇
CS

ア
ドバ

イザ
ー

の
配

置
促

進
〇

研
修

の
充

実

令
和

6年
度
概
算
要
求
の
ポ
イ
ン
ト

（
地
域
学
校
協
働
本
部
）

企
業
・
N

PO
保

護
者

地
域

住
民

民
生
委
員

児
童
委
員

文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
団
体

消
防

団
PT

A

地
域
学
校
協
働
活
動

小
小

高
特

中

コミ
ュニ
テ
ィ・
ス
ク
ー
ル

幼
自 治 体 （ 教 育 委 員 会 ）

地
域
学
校
協
働
活
動
推
進
員

(学
校
と地

域
を
つ
な
ぐ
企
画
・調
整
役
）

常
駐

高

人
権
擁
護
委
員

事
業
改
善
・充
実
の
た
め
の
取
組
（

R
5～
）

ロ
ジ
ック
モ
デ
ル

す
べ
て
の
自
治
体
で
地
域
学
校
協
働
活
動
等
の

学
校
・家
庭
・地
域
が
連
携
・協
働
し
た
教
育
活
動
を
実
施

【参
考

】予
算

補
助

を
受

け
る

自
治

体
数

R3
:1

,3
45

自
治

体
R4

:1
,3

56
自

治
体

R5
見

込
み

:1
,3

88
自

治
体

地
域
学
校
協
働
活
動
推
進
員
等
の
数
の
増
加

【参
考

】予
算

補
助

を
受

け
る

地
域

学
校

協
働

活
動

推
進

員
等

の
人

数
R3

:2
7,

89
1人

R4
:2

8,
07

5人
R5

見
込

み
:3

0,
00

0人

コミ
ュニ
テ
ィ・
ス
ク
ー
ル
の
導
入
や

質
の
向
上
等
に
関
す
る
研
修
会
や
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
派
遣
を

実
施
す
る
自
治
体
（
都
道
府
県
・政
令
市
）
の
増
加

※
子

供
を

取
り巻

く課
題

の
類

型
例

・学
校

運
営

上
の

課
題

（
社

会
に

開
か

れ
た

教
育

課
程

の
実

現
、

学
校

に
お

け
る

働
き

方
改

革
、い

じめ
、不

登
校

な
ど）

・学
校

と地
域

の
課

題
（

地
域

の
安

全
・防

災
な

ど）
・学

校
と家

庭
の

課
題

（
放

課
後

児
童

対
策

、子
供

の
貧

困
、児

童
虐

待
な

ど）

学
校
・家
庭
・地
域
の
連

携
が
進
み
、様
々
な
課

題
に
対
し
て
協
働
し
て
取

り組
む
地
域
の
増
加

学
校
・家
庭
・地
域
が
連
携
・協
働
し

て
、自
立
的
・継
続
的
に
子
供
を
取
り

巻
く課
題
を
解
決
で
き
る
環
境
が
整

って
い
る
地
域
の
増
加

子
ど
も
会

社
会
教
育

施
設
・
団
体

令
和

6年
度

要
求

・要
望

額
8,

21
6百

万
円

（
前

年
度

予
算

額
7,

06
6百

万
円

）
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地
域
に
お
け
る
家
庭
教
育
支
援
基
盤
構
築
事
業

背
景
・課
題

事
業
内
容

 令
和

6年
度

要
求

・要
望

額
81

百
万

円
（

前
年

度
予

算
額

75
百

万
円

）

①
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
家
庭
教
育
支
援
の
促
進
（
継
続
）

［
68

百
万

］
地

域
に

お
い

て
人

材
の

発
掘

・リ
ー

ダー
の

養
成

等
に

よ
り家

庭
教

育
支

援
チ

ー
ム

を
組

織
化

し、
保

護
者

へ
の

学
習

機
会

や
情

報
の

提
供

等
を

実
施

。
 →

 R
６

目
標

：
1,

00
0チ
ー
ム

②
個
別
の
支
援
が
必
要
な
家
庭
へ
の
対
応
強
化
（
継
続
）

 ①
に
加
え
て
、特
に
個
別
の
支
援
が
必
要
な
家
庭
に
対
し

、地
域

か
ら孤

立
しな

い
よ

う、
専
門
人
材
も
活
用
し
、個
々
の
状
況
に
寄
り添

い
な
が
ら
、

●
相
談
対
応
や
情
報
提
供

を
実

施
。［

11
百

万
］

●
地
域
人
材
の
資
質
向
上
の
た
め
の
研
修

の
実

施
。［

2百
万

］
→

 R
６

目
標

：
10

0チ
ー
ム

児
童

福
祉

法
に

基
づ

く対
応

＜
子

育
て

家
庭

＞

＜
家

庭
教

育
支

援
チ

ー
ム

＞
学
び
の
場
や

情
報
の
提
供
等

ア
ウ
ト
リー
チ
型

支
援

４
．

包
摂

社
会

の
実

現
 

（
孤

独
・孤

立
対

策
）

日
常

の
様

々
な

分
野

で
緩

や
か

な
つ

な
が

りを
築

け
る

多
様

な
「居

場
所

」づ
くり

な
ど孤

独
・孤

立
の

「予
防

」、
ア

ウ
トリ

ー
チ

の
取

組
、社

会
的

処
方

の
活

用
、ひ

き
こも

り支
援

、新
大

綱
に

基
づ

く自
殺

総
合

対
策

な
ど重

点
計

画
の

施
策

を
着

実
に

推
進

す
る

。 

骨
太
の
方
針

20
23

（
令

和
5年

6月
16

日
閣

議
決

定
）

イ
ン
パ
ク
ト
（
国
民
・社
会
へ
の
影
響
）

・ 
家

庭
・学

校
・地

域
の

連
携

・協
力

の
下

、社
会

全
体

で
子

供
た

ち
の

教
育

を
支

え
る

環
境

を
構

築
。

・ 
保

護
者

の
子

育
て

環
境

に
よ

り子
供

た
ち

が
家

庭
で

受
け

る
教

育
に

つ
い

て
左

右
され

る
こと

が
な

くな
り、

不
登

校
・児

童
虐

待
の

減
少

、少
子

化
の

改
善

へ
。

ア
ウ
ト
カ
ム
（
成
果
目
標
）

保
護

者
の

不
安

や
課

題
等

へ
の

早
期

対
応

が
可

能
に

な
り、

身
近

な
地

域
に

家
庭

教
育

の
悩

み
を

相
談

で
き

る
人

が
い

る
保

護
者

の
割

合
が

改
善

す
る

。（
R３

:2
9.

9％
）

ア
ウ
ト
プ
ット
（
活
動
目
標
）

・ 
家

庭
教

育
支

援
チ

ー
ム

を
10

00
チ

ー
ム

設
置

。
・チ

ー
ム

の
半

数
が

ア
ウ

ト
リー

チ
型

支
援

を
実

施
。

【補
助

率
】


事

業
開

始
：

平
成

27
年

度
～

国
 

1/
3

都
道

府
県

1/
3

市
町

村
 

1/
3

家
庭
教
育
・子
育
て
に

関
心
が
あ
る
家
庭

不
安
や
悩
み
を

抱
え
る
家
庭

福
祉
的
な
対
応

が
必
要
な
家
庭

学
校

・教
育

委
員

会
と連

携
しつ

つ
、地

域
の

多
様

な
人

材
(※

)を
活

用
して

実
施

※
元

教
員

、社
会

教
育

関
係

者
、

子
育

て
経

験
者

等
）

○
こど

も
家

庭
庁

が
設

置
され

、子
供

の
学

び
や

育
ち

を
家

庭
を

含
め

た
社

会
全

体
で

支
援

す
る

こと
が

求
め

られ
る

。
○

約
7割

の
保

護
者

が
子

育
て

に
悩

み
や

不
安

を
抱

え
て

い
る

○
地

域
に

お
い

て
子

育
て

の
悩

み
を

相
談

で
き

る
人

は
約

3割
○

不
登

校
の

増
加

(約
24

万
人

)、
家

庭
の

孤
立

化
に

よ
る

児
童

虐
待

(約
21

万
件

)の
リス

ク増

①
身

近
な

地
域

に
お

い
て

、保
護

者
の

悩
み

・不
安

を
解

消
で

き
る

家
庭

教
育

支
援

チ
ー

ム
を

構
築

す
る

必
要

が
あ

る
。

②
家

庭
教

育
支

援
チ

ー
ム

に
お

い
て

、３
～

４
割

が
ア

ウ
トリ

ー
チ

型
支

援
を

実
施

して
い

る
が

、
 人

材
・予

算
の

確
保

が
課

題
とな

って
い

る
。

（
担

当
：

総
合

教
育

政
策

局
地

域
学

習
推

進
課

）
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体
験
活
動
等
を
通
じ
た
青
少
年
自
立
支
援
プ
ロ
ジ
ェク
ト

現
状
・課
題

令
和

6年
度

要
求

・要
望

額
10

4百
万

円
（

前
年

度
予

算
額

79
百

万
円

）

事
業
内
容

青
少

年
の

リア
ル

な
体

験
活

動
の

機
会

の
充

実
を

図
る

た
め

、普
及

啓
発

、調
査

研
究

、教
育

的
効

果
の

高
い

自
然

体
験

活
動

の
構

築
を

図
る

とと
も

に
、多

様
な

関
係

者
と連

携
した

体
制

を
整

備
す

る
。ま

た
、青

少
年

を
対

象
に

優
れ

た
取

組
を

行
って

い
る

企
業

を
表

彰
す

る
。

１
.全
国
的
な
リア
ル
体
験
活
動
の
普
及
啓
発
事
業

 1
1百

万
円
（

3百
万
円
）
【委
託
：
継
続

H
23
～
】

 家
庭

や
企

業
、社

会
教

育
団

体
、青

少
年

教
育

指
導

者
等

が
体

験
活

動
へ

の
理

解
を

深
め

て
い

くた
め

の
フォ

ー
ラム

な
ど、

体
験

活
動

等
を

定
着

させ
る

た
め

の
普

及
啓

発
事

業
を

実
施

す
る

。

２
.青
少
年
の
体
験
活
動
の
推
進
に
関
す
る
調
査
研
究
事
業

 1
0百

万
円
（

5百
万
円
）
【委
託
：
継
続

H
25
～
】

 青
少

年
の

体
験

活
動

が
も

た
らす

影
響

な
ど、

多
様

な
体

験
活

動
の

在
り方

に
つ

い
て

、事
例

の
収

集
や

効
果

の
検

証
を

行
う。

件
数
・単
価

2箇
所

×
約

5百
万

円

短
期
ア
ウ
ト
カ
ム
（
成
果
目
標
）

・体
験

活
動

に
参

加
す

る
保

護
者

の
意

識
の

向
上

。
・当

事
業

に
参

加
す

る
子

供
の

参
加

意
欲

の
増

加
。

・体
験

活
動

の
機

会
を

利
用

・提
供

す
る

主
体

の
増

加
。

長
期
ア
ウ
ト
カ
ム
（
成
果
目
標
）

イ
ン
パ
ク
ト
（
国
民
・社
会
へ
の
影
響
）

当
事

業
の

成
果

の
展

開
や

、他
の

施
策

とも
相

ま
って

、体
験

活
動

に
参

加
す

る
子

供
が

増
加

す
る

。

体
験

活
動

の
機

会
が

充
実

し、
子

供
た

ち
に

「社
会

を
生

き
抜

く力
」と

して
必

要
な

非
認

知
能

力
（

自
己

肯
定

感
、自

律
性

、協
調

性
、積

極
性

等
）

が
育

成
され

る
。

ア
ウ
ト
プ
ット
（
活
動
目
標
）

・体
験

活
動

の
理

解
を

深
め

る
た

め
の

普
及

啓
発

事
業

の
実

施
。

・長
期

自
然

体
験

活
動

の
構

築
・普

及
事

業
の

実
施

。
・企

業
表

彰
へ

の
応

募
企

業
数

、増
加

。
・多

様
な

主
体

を
マ

ッチ
ン

グ
す

る
シ

ス
テ

ム
の

構
築

。

●
 次

代
の

社
会

を
担

うも
の

とし
て

新
た

な
価

値
を

創
造

す
る

力
、対

立
等

を
克

服
す

る
力

、
責

任
あ

る
行

動
を

とる
力

等
を

身
に

付
け

て
い

く
た

め
に

も
リア

ル
な

体
験

活
動

が
重

要
で

あ
る

。

●
 一

方
で

、少
子

化
や

核
家

族
化

、デ
ジ

タ
ル

化
や

コロ
ナ

禍
に

よ
り、

子
供

た
ち

の
リア
ル

な
体
験
不
足
に
拍
車
が
か
か
って
い
る
。体

験
活
動
に
関
心
を
示
さ
な
い
子
供
の
割
合
も

多
く、

体
験

活
動

の
普

及
啓

発
に

取
り組

む
こ

とが
重

要
で

あ
る

。

●
 ま

た
、青

少
年

の
体

験
活

動
の

機
会

の
充

実
の

た
め

、誰
で

も
体

験
活

動
の

情
報

が
安

易
に

入
手

で
き

る
よ

うに
、体

験
活

動
の
「利

用
者
」と
「提
供
者
」を
結
び
つ
け
る
仕
組
み

の
構

築
が

必
要

で
あ

る
。

●
 さ

らに
、「

提
供

者
」で

あ
る

企
業

や
青

少
年

団
体

等
の

参
加

イン
セ

ン
テ

ィブ
の

仕
組

み
の

構
築

も
重

要
で

あ
る

。

●
 令

和
4年

12
月

に
「企

業
等

と連
携

した
子

供
の

リア
ル

な
体

験
活

動
の

推
進

に
つ

い
て

」が
とり

ま
とめ

られ
、国
を
は
じ
め
多
様
な
関

係
者
が
連
携
し
、子
供
た
ち
の
健
や
か
な
成

長
に
欠
か
せ
な
い
リア
ル
な
体
験
活
動
を
推

進
す

る
こと

とし
て

い
る

。

３
.教
育
的
効
果
の
高
い
長
期
自
然
体
験
活
動
の
構
築
・普
及
事
業

 3
8百

万
円
（

49
百
万
円
）
【委
託
：
継
続

R
3～

】
 教

育
的

効
果

の
高

い
長

期
(4

泊
5日

程
度

)の
自

然
体

験
活

動
を

実
証

を
踏

ま
え

て
構

築
し

、そ
の

長
期

自
然

体
験

活
動

を
他

の
機

関
へ

普
及

を
行

う。

5.
青
少
年
の
体
験
活
動
推
進
企
業
表
彰

 5
百
万
円
（

4百
万
円
）
【直
轄
：
継
続

H
25
～
】

 社
会

貢
献

活
動

の
一

環
とし

て
青

少
年

を
対

象
に

優
れ

た
取

組
を

行
っ

て
い

る
企

業
を

表
彰

し、
そ

の
取

組
を

全
国

に
紹

介
す

る
。

4.
企
業
等
と連

携
し
た
体
験
活
動
推
進
体
制
構
築
事
業

  3
4百

万
円
（

13
百
万
円
）
【委
託
：
継
続

R
5～

】
 子

供
た

ち
の

リア
ル

な
体

験
の

機
会

充
実

の
た

め
、体

験
活

動
の

推
進

に
取

り組
む

地
域

や
企

業
と教

育
機

関
の

連
携

促
進

の
た

め
の

体
制

構
築

を
図

る
。

≪事
業

内
容

≫
①

ポ
ー

タル
サ

イト
の

機
能

強
化

 ・
多

様
な

主
体

を
マ

ッチ
ン

グ
す

る
ポ

ー
タル

サ
イト

の
機

能
強

化
 ・

体
験

活
動

に
積

極
的

な
企

業
、教

育
機

関
の

見
え

る
化

②
地

域
に

お
け

る
推

進
体

制
の

構
築

 ・
地

域
や

企
業

、教
育

機
関

等
、多

様
な

主
体

の
連

携
に

よ
る

体
験

活
動

の
推

進
体

制
の

構
築

 ・
多

様
な

主
体

を
マ

ッチ
ン

グ
す

る
コー

デ
ィネ

ー
ター

の
養

成

1~
4の
委
託
先

青
少

年
団

体
、企

業
、自

治
体

等

件
数
・単
価

1箇
所

×
約

10
百

万
円

件
数
・単
価

10
箇

所
×

約
3百

万
円

件
数
・単
価

①
1箇

所
×

約
10

百
万

円
②

2箇
所

×
4百

万
円

/
1箇

所
×

8百
万

円

（
担

当
：

総
合

教
育

政
策

局
地

域
学

習
推

進
課

）
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10

・

子
ども

読
書

基
本

計
画

等
に

対
応

した
読

書
活

動
や

学
習

指
導

要
領

を
踏

ま
え

た
学

校
図

書
館

の
機

能
強

化
や

活
性

化
に

向
け

、多
様

な
関

係
者

・
機

関
等

の
連

携
を

促
進

し、
新

た
な

読
書

活
動

の
モ

デ
ル

な
どを

構
築

す
る

た
め

、読
書

活
動

推
進

モ
デ

ル
事

業
を

実
施

す
る

。
＜
委
託
事
業
：
教
育
委
員
会
等
＞

 
＜
取
組
内
容
＞

１
子
供
の
読
書
活
動
総
合
推
進
事
業

①
発
達
段
階
な
どに
応
じ
た
読
書
活
動
推
進
事
業

子
ども

読
書

基
本

計
画

を
踏

ま
え

、紙
とデ

ジ
タル

の
特

性
を

活
か

した
読

書
活

動
の

先
導

的
な

取
組

や
、発

達
段

階
や

多
様

な
子

供
の

ニ
ー

ズ
等

に
対

応
した

効
果

的
な

取
組

を
行

う。
（

委
託

先
：

２
箇

所
（

小
・中

・高
等

学
校

等
、公

立
図

書
館

）
×

0.
8百

万
円

）
②
多
様
な
関
係
機
関
・団
体
等
に
よ
る
連
携
体
制
構
築
事
業

図
書

館
や

学
校

図
書

館
の

ほ
か

、公
民

館
や

児
童

館
、大

学
、民

間
団

体
等

 （
N

PO
、書

店
等

の
民

間
企

業
）

の
幅

広
い

連
携

・協
力

体
制

を
構

築
し、

地
域

に
お

け
る

学
習

資
源

や
人

的
資

源
を

共
有

・活
用

して
地

域
に

根
ざ

した
子

供
の

た
め

の
読

書
環

境
醸

成
の

取
組

を
行

う。
（

委
託

先
：

３
箇

所
（

教
育

委
員

会
、学

校
（

含
む

大
学

）
、公

立
図

書
館

、民
間

団
体

等
×

2百
万

円
）

２
学
校
図
書
館
図
書
の
整
備
促
進
事
業

学
習

指
導

要
領

を
踏

ま
え

た
学

校
図

書
館

を
活

用
した

授
業

を
進

め
る

た
め

、新
しい

トピ
ック

に
関

連
す

る
書

籍
（

SD
Gs

な
ど）

、新
聞

、優
良

図
書

及
び

授
業

に
必

要
な

基
本

図
書

の
整

備
状

況
な

どを
再

点
検

し、
計

画
的

な
図

書
の

更
新

を
定

め
た

図
書

整
備

計
画

の
策

定
や

図
書

館
資

料
を

活
用

した
モ

デ
ル

授
業

の
実

施
な

ど学
校

図
書

館
図

書
の

整
備

促
進

に
向

け
た

取
組

を
行

う。
（

委
託

先
：

４
箇

所
（

小
学

校
、中

学
校

、高
等

学
校

、特
別

支
援

学
校

等
）

×
1百

万
円

）

読
書
活
動
総
合
推
進
事
業

現
状
・課
題

「子
ども

の
読

書
活

動
に

関
す

る
基

本
的

な
計

画
」等

へ
の

対
応

の
た

め
、図

書
館

や
学

校
図

書
館

等
を

活
用

した
読

書
活

動
を

総
合

的
に

推
進

す
る

た
め

の
以

下
の

取
組

を
行

う。

ア
ウ
ト
プ
ット
（
活
動
目
標
）

・新
た

な
読

書
、授

業
モ

デ
ル

の
構

築
・司

書
教

諭
講

習
を

実
施

す
る

機
関

の
増

加

短
期
ア
ウ
ト
カ
ム
（
成
果
目
標
）

・読
書

に
興

味
が

深
ま

った
子

供
の

増
加

・学
校

図
書

館
の

活
用

に
理

解
が

深
ま

った
教

職
員

の
増

加
・司

書
教

諭
講

習
の

修
了

者
数

の
増

加

長
期
ア
ウ
ト
カ
ム
（
成
果
目
標
）

事
業
内
容
（
令
和

4年
度
～
）

○
国
の
計
画
へ
の
対
応

・第
五
次
「子
ども
の
読
書
活
動
の
推
進
に
関
す
る
基
本
的
な
計
画
」

（
R

5.
3.

28
閣
議
決
定
）

R5
年

度
か

らの
5か

年
計

画
を

踏
ま

え
、「

不
読

率
（

※
）

の
低

減
」

（
特

に
高

校
生

の
不

読
率

は
依

然
とし

て
高

い
）

、 「
多

様
な

子
ども

た
ち

の
読

書
機

会
の

確
保

」 、
「デ

ジ
タル

社
会

に
対

応
した

読
書

環
境

の
整

備
」 、

「子
ども

の
視

点
に

立
った

読
書

活
動

の
推

進
」の

た
め

の
方

策
、取

組
等

の
検

討
が

必
要

。

16
.4

8.
9

5.
0 

4.
5

5.
6

6.
4

（
2.

0）

43
.0

32
.8

14
.7

16
.4

15
18

.6

（
8.

0）

58
.8

56
.0

51
.5

53
.2

50
.4

51
.5

（
26

.0
）

0204060

H1
2

H1
4

H2
0

H2
4

H2
9

R4
R9

不
読
率
（
※
）
の
推
移

■
小

■
中

■
高

  
※

１
か

月
に

一
冊

も
本

を
読

ま
な

い
子

供
の

割
合

(
)は

第
5次

子
ども

読
書

計
画

で
定

め
た

目
標

値
学

校
図

書
館

調
査

（
全

国
学

校
図

書
館

協
議

会
）

・第
6次

「学
校
図
書
館
図
書
整
備
等

5か
年
計
画
」（

R
4～

Ｒ
8）

Ｒ
4年

度
か

らの
第

6次
計

画
を

踏
ま

え
た

国
の

支
援

策
が

必
要

。学
校

図
書

館
図

書
標

準
の

達
成

、計
画

的
な

図
書

の
更

新
等

が
課

題
。

○
取
り巻

く情
勢
の
変
化
ー
デ
ジ
タ
ル
社
会
へ
の
対
応
ー

・G
IG

Aに
よ

る
一

人
一

台
端

末
の

整
備

を
踏

ま
え

た
学

校
図

書
館

の
利

活
用

が
課

題
。

・子
供

達
の

情
報

活
用

能
力

の
育

成
とと

も
に

、多
様

な
子

供
達

の
読

書
機

会
の

確
保

等
の

た
め

に
、

電
子

書
籍

の
利

用
、学

校
図

書
館

や
図

書
館

の
D

Xを
進

め
る

必
要

が
あ

る
。

○
読
書
活
動
の
総
合
的
推
進

・多
様

な
子

供
の

読
書

活
動

を
推

進
す

る
た

め
に

は
様

々
な

機
関

や
人

々
の

連
携

・協
力

が
不

可
欠

で
あ

る
。 図

書
館

、学
校

、民
間

団
体

な
ど関

係
機

関
が

連
携

して
行

う子
供

の
読

書
活

動
を

推
進

す
る

様
々

な
取

組
を

促
す

必
要

が
あ

る
。

図
書
館
・学
校
図
書
館
等
を
活
用
した
読
書
活
動
の
推
進

17
百
万
円
（

7百
万
円
）

司
書
教
諭
講
習
の
実
施

 
22
百
万
円
（

21
百
万
円
）

学
校

図
書

館
法

に
基

づ
き

、学
校

図
書

館
の

専
門

的
職

務
を

掌
る

「学
校

図
書

館
司

書
教

諭
」の

養
成

の
た

め
、全

国
の

教
育

機
関

が
講

習
を

実
施

す
る

た
め

の
経

費
を

措
置

す
る

。＜
委
託
事
業
：

47
箇
所
（
大
学
及
び
教
育
委
員
会
）

×
0.

5百
万
円
＞

「子
ども
読
書
の
日
」（

4月
23
日
）
の
理
解
推
進

5百
万
円
（

5百
万
円
）

国
民

の
間

に
広

く子
供

の
読

書
活

動
に

つ
い

て
関

心
と理

解
を

深
め

る
た

め
に

、
「子

ども
読

書
の

日
」（

4月
23

日
）

を
広

く周
知

す
る

とと
も

に
、特

色
あ

る
優

れ
た

取
組

を
行

って
い

る
図

書
館

・学
校

・団
体

等
を

表
彰

す
る

。＜
直

轄
事

業
＞

読
書
活
動
の
推
進
等
に
関
す
る
調
査
研
究

 1
1百

万
円
（

12
百
万
円
）

①
子

ども
読

書
基

本
計

画
を

踏
ま

え
、子

供
の

読
書

活
動

や
図

書
館

の
実

態
把

握
な

ど諸
制

度
の

見
直

しや
施

策
立

案
に

必
要

な
基

礎
資

料
を

得
る

た
め

の
調

査
分

析
等

を
行

う。
②

図
書

館
等

に
お

け
る

デ
ジ

タル
化

や
Ｄ

Ｘ
を

推
進

す
る

た
め

、学
校

図
書

館
や

図
書

館
の

デ
ジ

タル
化

に
向

け
た

課
題

や
そ

の
対

応
方

策
を

策
定

す
る

た
め

の
実

証
的

な
調

査
研

究
を

行
う。

（
課

題
解

決
型

調
査

研
究

）
＜

委
託

事
業

：
各

1団
体

×
①

4百
万

円
、②

7百
万

円
）

＞

令
和

6年
度

要
求

・要
望

額
56

百
万

円
（

前
年

度
予

算
額

45
百

万
円

）

・不
読

率
の

低
減

（
担

当
：

総
合

教
育

政
策

局
地

域
学

習
推

進
課

）
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社
会
教
育
デ
ジ
タ
ル
活
用
等
推
進
事
業

背
景
・課
題 ア
ウ
ト
プ
ット
（
活
動
目
標
）

ア
ウ
ト
カ
ム
（
成
果
目
標
）

イ
ン
パ
ク
ト
（
国
民
・社
会
へ
の
影
響
）
、目
指
す
べ
き
姿

事
業
内
容

〇
 社
会
教
育
施
設
の

PP
P/

PF
I等
の
活
用
・デ
ジ
タ
ル
機
能
強
化
へ
の
支
援

文
部

科
学

省

ア
ドバ

イザ
ー

事
務

局

委
託

相
談

・報
告

・ 
相

談
窓

口
の

開
設

・ 
専

門
家

派
遣

の
実

施
・ 

説
明

会
・研

修
会

等
の

実
施

・ 
個

別
案

件
形

成
支

援
・ 

支
援

方
策

や
事

例
等

の
収

集
・分

析
・ 

W
eb

サ
イト

、手
引

書
等

の
活

用
に

よ
る

情
報

発
信

専
門

家
派

遣

相
談

窓
口

研
修

会

・ 
地

方
公

共
団

体
の

伴
走

支
援

を
行

う事
務

局
の

設
置

・ 
PP

P/
PF

I等
の

活
用

に
向

け
た

伴
走

支
援

の
実

施
・ 

デ
ジ

タル
機

能
強

化
に

向
け

た
伴

走
支

援
の

実
施

W
eb

サ
イト

令
和

6年
度

要
求

・要
望

額
78

百
万

円
（

前
年

度
予

算
額

 
49

百
万

円
）

地
方

公
共

団
体

（
公

民
館

・図
書

館
等

）

３
．

生
産

性
を

高
め

経
済

社
会

を
支

え
る

社
会

資
本

整
備

公
共

サ
ー

ビス
を

効
率

的
か

つ
効

果
的

に
提

供
す

る
Ｐ

Ｐ
Ｐ

／
Ｐ

Ｆ
Ｉ

に
つ

い
て

、改
定

ア
クシ

ョン
プ

ラン
に

基
づ

き
、各

重
点

分
野

に
お

け
る

事
業

件
数

目
標

の
達

成
と上

積
み

を
視

野
に

、取
組

を
推

進
す

る
。空

港
、ス

タジ
ア

ム
・ア

リー
ナ

、文
化

施
設

等
の

重
点

分
野

へ
の

公
共

施
設

等
運

営
事

業
等

の
事

業
化

支
援

を
継

続
しつ

つ
、Ｇ

Ｘ
に

貢
献

す
る

再
生

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
分

野
を

始
め

とす
る

新
領

域
の

開
拓

と案
件

形
成

を
図

る
。

経
済
財
政
運
営
と改

革
の
基
本
方
針

20
23

（
令

和
5年

6月
16

日
閣

議
決

定
）

社
会

教
育

施
設

の
整

備
や

運
営

に
お

け
る

PP
P/

PF
I等

の
活

用
、デ

ジ
タル

環
境

の
整

備
や

そ
の

効
果

的
な

活
用

を
促

進
す

る
た

め
、全

国
を

カバ
ー

す
る

支
援

体
制

を
構

築
し、

地
方

公
共

団
体

等
か

らの
相

談
対

応
や

専
門

家
派

遣
、導

入
可

能
性

調
査

等
の

検
討

支
援

、情
報

発
信

な
どの

伴
走

支
援

を
実

施

➤
 社

会
の

急
速

な
デ

ジ
タル

化
の

中
で

、社
会

教
育

分
野

に
お

け
る

デ
ジ

タル
化

の
遅

れ
が

顕
在

化
し、

公
民

館
等

の
社
会
教
育
施
設
の
デ
ジ
タ
ル
機
能
を
強
化
し

、 
「リ

ア
ル

」と
「デ

ジ
タル

」を
組

み
合

わ
せ

た
効

果
的

な
教

育
活

動
に

よ
り、
地
域
の
教
育
力
の
向
上
を
図
る
必
要

が
あ

る
➤

 公
共

施
設

の
よ

り効
率

的
・効

果
的

な
整

備
・運

営
等

に
向

け
て

、老
朽

化
等

が
進

む
公

民
館

等
の

社
会
教
育
施
設
に
お
い
て
も
、民
間
の
資
金
と創

意
工
夫
を
活
用
す
る

PP
P/

PF
I等
の
活
用
を

進
め
て
い
く必
要

が
あ

る
・ 

PP
P/

PF
Iア

クシ
ョン

プ
ラン

に
お

け
る

具
体

化
目

標
を

達
成

す
る

た
め

、自
治
体
へ
の
伴
走
支
援
を
強
化

・ 
「新

しい
資

本
主

義
の

グ
ラン

ドデ
ザ

イン
及

び
実

行
計

画
」（

R5
.6

.1
6閣

議
決

定
）

を
踏

ま
え

、公
民
館
等
の

身
近
な
施
設
に
つ
い
て
の
モ
デ
ル
形
成
を
支
援

➤
 地
域
コ
ミュ
ニ
テ
ィの
基
盤
とな
る
社
会
教
育
施
設
を
活
性
化

し、
デ

ジ
タル

田
園

都
市

国
家

構
想

を
推

進

・ 
社

会
教

育
施

設
の

よ
り効

果
的

・効
率

的
な

整
備

・運
営

を
検

討
（

施
設

の
複

合
化

、官
民

連
携

に
よ

る
施

設
・設

備
整

備
、運

営
等

）
・ 

デ
ジ

タル
を

活
用

した
よ

り効
果

的
な

取
組

等
の

実
施

を
検

討
（

IC
T等

を
活

用
した

地
域

課
題

解
決

の
取

組
の

実
施

等
）

 等

社
会

教
育

施
設

を
拠

点
とし

た
、地

域
住

民
が

主
体

的
に

学
べ

る
教

育
環

境
の

実
現

（
地

域
課

題
解

決
に

向
け

た
取

組
の

充
実

、効
果

的
・効

率
的

な
施

設
運

営
、社

会
教

育
施

設
が

地
域

コミ
ュニ

テ
ィの

基
盤

とし
て

機
能

）

支
援

方
策

・事
例

の
紹

介
専

門
家

派
遣

に
よ

る
助

言
説

明
会

・研
修

会
の

実
施

個
別

案
件

に
対

応
した

支
援

調
査

・効
果

分
析

等

メー
ル

・電
話

等
で

相
談

➤
 P

PP
/P

FI
等

の
活

用
に

よ
る

取
組

の
質

・利
便

性
等

の
向

上
、行

政
コス

トの
削

減
➤

 デ
ジ

タル
の

活
用

に
よ

る
取

組
の

質
・利

便
性

の
向

上
、地

域
課

題
の

解
決

等

・ 
社

会
教

育
施

設
に

お
け

る
デ

ジ
タル

の
効

果
的

な
活

用
や

PP
P/

PF
Iの

導
入

を
検

討
す

る
自

治
体

数
の

増
加

・ 
PP

P/
PF

Iの
活

用
や

デ
ジ

タル
環

境
の

整
備

等
を

行
う施

設
の

増
加

デ
ー

タ
蓄

積

３
．

PP
P/

PF
Iア

クシ
ョン

プ
ラン

推
進

の
目

標
（

２
）

重
点

分
野

と目
標

ⅱ
）

各
重

点
分

野
に

お
け

る
取

組
⑥

文
化

・社
会

教
育

施
設

 
 令

和
４

年
度

か
ら公

共
施

設
等

運
営

事
業

等
の

活
用

に
向

け
た

取
組

を
抜

本
的

に
強

化
し、

令
和

８
年

度
ま

で
に

１
０

件
の

具
体

化
を

目
標

とす
る

。さ
らに

、令
和

１
３

年
度

ま
で

に
３

０
件

の
具

体
化

を
狙

う。

PP
P/

PF
I推
進
ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン
（
令
和
５
年
改
定
版
）

（
令

和
５

年
６

月
２

日
民

間
資

金
等

活
用

事
業

推
進

会
議

決
定

）

（
民

間
団

体
向

け
委

託
×

１
か

所
）

→
令
和

6年
度
は
自
治
体
へ
の
個
別
支
援
を
拡
充

（
令

和
5年

度
よ

り実
施

）

（
担

当
：

総
合

教
育

政
策

局
地

域
学

習
推

進
課

）
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学
 校

 安
 全

 教
 室

 の
 推

 進

○
様
々
な
計
画
や
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
整
備
さ
れ
つ
つ
も
必
ず
し
も
実
効
的
な
取
組
に
結
び
つ
い
て
い
な
い

○
児
童
生
徒
等
や
学
校
、
地
域
の
実
態
及
び
児
童
生
徒
等
の
発
達
段
階
に
応
じ
た
取
組
の
推
進
が
必
要

○
地
域
・
学
校
設
置
者
・
学
校
・
教
職
員
間
に
お
い
て
学
校
安
全
の
取
組
内
容
や
意
識
に
差
が
あ
る

○
SN

Sに
起
因
す
る
犯
罪
、
性
犯
罪
・
性
暴
力
等
現
代
的
課
題
へ
の
対
応
も
必
要

防
犯
教
室

講
習
会

心
肺
蘇
生
法
実
技

講
習

会

○
事

後
対
応

等
の
学

校
の

危
機

管
理

の
在

り
方

に
関

す
る

こ
と

 
○
第

三
者
委

員
会
な

ど
の

検
証

組
織

の
必

要
性

・
在

り
方

に
関

す
る

こ
と

等

事
故
対
応
に
関

す
る
講

習
会

学
校

安
全
教
室
の
講
師
と
な
る
教
職
員
等
に
対
す
る
指
導
法
等
の
講
習
会
を
実
施

事
故

等
発
生
時
の
初
期
対
応
能
力
等
向
上
の
た
め
の
講
習
会
を
実
施

○
防
犯
、
防
災
、
交
通
安
全
に
関
す
る
注
意
事
項
を

ク
イ
ズ
形
式
で
学
べ
る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
「
た
い
せ

つ
な
い
の
ち
と
あ
ん
ぜ
ん
」
を
作
成
し
、
全
国
の

小
学
校
新
１
年
生
全
員
に
配
布
（
約
12
0
万
部
）

○
蘇
生
法

訓
練
用

人
体
模

型
（

シ
ミ

ュ
レ

ー
タ

ー
）

を
用

い
た

実
技

講
習

○
A
ED

を
用
い

た
実
習

を
含

む
一

次
救

命
措

置
（

B
LS

）
の

実
技

講
習

等

○
都

道
府
県
等

に
お
け
る
教

職
員

等
へ
の
研
修

の
実

施
等

・
安
全
教
育
の

指
導

者
の

養
成

・
教
職
員
等
の

安
全

対
応

能
力

の
向

上

「
た
い
せ
つ
な
い
の
ち
と
あ
ん
ぜ
ん
｣

【
委

託
事

業
、
都

道
府
県
・
指
定
都
市
教
育
委
員
会
対
象
、
平
成
1
5
年
度
事
業
開
始
】

○
安
全
教
育
上

の
課

題

・
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の

作
成

・
配

布

○
期

待
さ
れ
る
成

果

児
童

生
徒

等
の

死
亡

事
故

の
発

生
件

数
を
限

り
な
く
ゼ
ロ
に

す
る

児
童

生
徒

等
の
障

害
や
重

度
の

負
傷

を
伴

う
事

故
を
減

少
さ
せ
る

児
童

生
徒

等
が
安

全
に
関

す
る

資
質

・
能

力
を

身
に

付
け

る

・
現

代
的
課
題
へ

の
対

応

○
教
職
員
の
た
め
の
学

校
安
全
e-
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
活
用

○
様
々
な
リ
ス
ク
を
想

定
し
た

危
機

管
理

マ
ニ

ュ
ア
ル
の
作
成
・
見
直
し

○
SN

Sに
起
因
す
る

犯
罪

や
性
犯

罪
等

へ
の

対
策

○
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
事
例

の
活
用

、
子

供
の

視
点

を
加
え
た
安
全
点
検
の
手
法
の
確
立

等

教
職

員
等
の
研
修
・
訓
練
の
充
実

小
学

校
新
１
年
生
向
け
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

＜
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
＞

防
災
教
室

講
習
会

交
通
安
全
教
室

講
習
会

○
ロ

ー
ル

プ
レ

イ
ン

グ
の

導
入
、

安
全
マ

ッ
プ
の

作
成
方

法
○

熱
中

症
予

防
対

策
等

の
推
進

○
災

害
発

生
時

の
適

切
な

判
断
(
正
常

性
バ
イ

ア
ス
を

含
む

)と
避

難
○

学
校

や
地

域
の

実
情

に
応
じ
た

防
災
マ

ニ
ュ
ア

ル
の
作

成
等

○
不
審

者
侵

入
時

の
対

応
、
防
犯
避
難
訓
練
の
実
施

○
防
犯

対
策

、
さ

す
ま

た
・
防
護
盾
を
活
用
し
た
防
犯
訓
練

○
登
下
校
時
の
危
険
と
対

処
方

法
に

関
す

る
指
導

○
危
険
予
測
・
回
避
能
力
等
を

育
む

た
め

の
指
導

等

○
登
下

校
の

安
全

確
保

の
ポ
イ
ン
ト
、
通
学
路
合
同
点
検
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

○
被
害

者
・

加
害

者
に

な
ら
な
い
た
め
の
交
通
安
全
教
育

○
自
転

車
・

二
輪

車
等

通
学
手
段
に
応
じ
た
指
導
、
電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
の
交
通
方
法
等
の
指
導

○
関
係

団
体

や
外

部
講

師
に
よ
る
講
習
会

等

※
「
第

３
次

学
校
安

全
の
推

進
に
関

す
る
計
画
」
の
内
容
を
盛
り
込
み
つ
つ
実
施

教
職

員
等

の
安

全
教

育
に

お
け

る
指

導
力

の
向

上
等

が
必

要

安 全

担
当

：
男

女
共

同
参

画
共

生
社

会
学

習
・安

全
課

令
和

6年
度

要
求

・要
望

額
 

 0
.4

億
円

（
前

年
度

予
算

額
  

 
0.

4億
円

）
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セ
ー
フテ
ィプ
ロ
モ
ー
シ
ョン
ス
ク
ー
ル
（

SP
S)
の
考
え
方
※
を
取
り込

み
、全
国
的
に
学
校
安
全
を
推
進
し
て
い
く。

※
安
全
教
育
・安
全
管
理
・組
織
活
動
に
係
る
計
画
の
策
定
、安
全
担
当
中
核
教
員
の
設
置
、関

係
機
関
との
連
携
、評
価
改
善
の
実
施
な
ど、
継
続
的
に
学
校
安
全
に
取
り組

む
。

学
校
安
全
総
合
支
援
事
業

・学
校

に
お

い
て

様
々

な
計

画
や

マ
ニ

ュア
ル

が
作

成
され

て
い

る
が

実
効

的
な

取
組

に
結

び
付

い
て

い
な

い
。

・地
域

、学
校

設
置

者
、学

校
教

職
員

の
学

校
安

全
の

取
組

内
容

や
意

識
に

差
が

あ
る

。
・東

日
本

大
震

災
の

記
憶

を
風

化
させ

る
こと

な
く、

今
後

発
生

が
懸

念
され

る
大

規
模

災
害

に
備

え
た

実
践

的
な

防
災

教
育

を
全

国
的

に
進

め
て

い
くこ

とが
必

要
で

あ
る

。
・地

域
の

多
様

な
主

体
と連

携
・協

同
し、

子
供

の
視

点
を

加
え

た
安

全
対

策
を

推
進

す
る

必
要

が
あ

る
。

学
校
安
全
の
推
進
に
向
け
た
課
題

2.
関
係
機
関
との
連
携

3.
安
全
教
育

4.
安
全
管
理

5.
横
断
的
事
項

1.
組
織
的
取
組

・コ
ミュ

ニ
テ

ィス
クー

ル
等

の
仕

組
み

の
活

用
・関

係
機

関
と連

携
した

通
学

時
  の

安
全

確
保

や
防

犯
対

策

・地
域

の
災

害
リス

クを
踏

まえ
た実

践
的

な
防

災
教

育
・体

験
活

動
や

デ
ジ

タル
技

術
を

活
用

した
安

全
教

育 ・幼
児

期
、特

別
支

援
学

校
の

取
組

の
推

進

・子
供

の
視

点
を

加
え

た
安

全
点

検
・重

大
事

故
の

予
防

の
た

め
の

ヒヤ
リハ

ット
事

例
の

活
用

・学
校

安
全

情
報

の
見

え
る

化
・通

学
路

の
安

全
対

策
等

の
好

事
例

の
実

情
把

握
・設

置
主

体
（

国
公

私
立

）
に関

わ
らな

い
取

組
の

推
進

・学
校

安
全

を意
識

化
する

機
会

の設
定

(「学
校

安
全

の日
」等

)

・学
校

安
全

計
画

の
PD

CA
サ

イク
ル

の
確

立
・学

校
安

全
に

係
る

中
核

的
  職

員
の

育
成

配
置

「第
3次

学
校
安
全
の
推
進
に
関
す
る
計
画
」 
（
令
和

4年
3月

閣
議
決
定
）
に
基
づ
く取
組
を
推
進

学
校
安
全
実
践
力
向
上
セ
ミナ
ー
等
の
開
催

・学
校

設
置

主
体

の
別

を
問

わ
ず

学
校

安
全

推
進

の
た

め
の

セ
ミナ

ー
を

開
催

例
）

防
犯

・事
故

対
応

等
テ

ー
マ

別
オ

ン
ライ

ン
セ

ミナ
ー

危
機

管
理

マ
ニ

ュア
ル

見
直

しセ
ミナ

ー
SP

Sの
考
え
方
を
取
り入

れ
た
取
組
の
支
援
（
専
門
家
等
の
派
遣
）

・P
D

CA
サ

イク
ル

に
基

づ
く学

校
安

全
計

画
や

危
機

管
理

マ
ニ

ュア
ル

を
見

直
す

ア
ドバ

イザ
ー

派
遣

等
・避

難
計

画
に

関
す

る
合

同
相

談
会

の
実

施
学
校
安
全
指
導
者
研
修
会
の
開
催

・各
地

域
に

お
け

る
学

校
安

全
に

関
す

る
研

修
講

師
等

とな
る

者
に

、効
果

的
な

研
修

会
実

施
に

必
要

な
知

識
な

どを
習

得
させ

る
こと

で
、各

地
域

に
お

け
る

研
修

会
の

質
を

向
上

安
全
点
検
・事
故
対
応
コン
サ
ル
タ
ン
ト
の
派
遣
・紹
介

・各
学

校
の

安
全

点
検

・事
故

対
応

の
高

度
化

に
資

す
る

よ
う、

各
地

域
で

の
助

言
等

を
実

施

●
学
校
安
全
推
進
体
制
の
構
築

  R
6要

求
・要

望
額

18
4百

万
円

(1
84

百
万

円
)

都
道
府
県
教
育
委
員
会
等

地
域
全
体
で
共
有
、底

上
げ

拠
点

校
に

よ
る

事
業

の
実

施

計
画
に
基
づ
くモ
デ
ル
的
取
組
を
各
地
域
で
実
施
し
、そ
の
事
例
、成
果
等
を
地
域

全
体
で
共
有
。地
域
全
体
の
学
校
安
全
の
底
上
げ
と裾

野
の
拡
大
を
図
る
。

モ
デ

ル
地

域
・拠

点
校

の
指

定
取

組
の

共
有

モ
デ
ル
地
域

拠
点
校

@
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千
円

×
2団

体
＝

62
,7

92
（
24

,6
50

千
円

×
2団

体
＝

49
,3

00
）

@
3,

91
9千

円
×

47
箇

所
＝

18
4,

19
3

  （
3,

91
9千

円
×

47
箇

所
＝

18
4,

19
3）

【
都
道
府
県
・
指
定
都
市
教
育
委
員
会
へ
の
委
託
事
業

、
平
成

24
年
度
事
業
開
始
】

各
学
校
（
国
公
立
・私
立
含
む

)に
対
し
、学
校
安
全
に
係
る
研
修
の
実
施
、専
門

家
の
派
遣
等
様
々
な
支
援
を
行
い
、全
国
の
学
校
の
安
全
の
推
進
を
図
る
。

【
民
間
企
業
等
へ
の
委
託
事
業
、
平
成
24
年
度
事
業
開
始
】

●
学
校
安
全
に
係
る
専
門
性
向
上
支
援

R6
要

求
・要

望
額

63
百

万
円

(5
3百

万
円

)

※
そ
の
他
諸
経
費
（
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
管
理
費
・
全
国
連
絡
協
議
会
運
営
費
等
（

4百
万
円
（
前
年
度

 4
百
万
円
）

)
担

当
：

男
女

共
同

参
画

共
生

社
会

学
習

・安
全

課

令
和

6年
度

要
求

・要
望

額
 

 2
.5

億
円

（
前

年
度

予
算

額
  

 
2.

4億
円

）
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地
域
ぐる
み
の
学
校
安
全
体
制
整
備
推
進
事
業

令
和

6年
度

要
求

・要
望

額
 

 3
38

百
万

円
 

（
前

年
度

予
算

額
 

 3
38

百
万

円
）

学
校
や
通
学
路
の
安
全
確
保
に
向
け
、
昨
今
の
児
童
生
徒
の
尊
い
命
を
奪
う
事
故
・
事
件
の
発
生
も
踏
ま
え
、
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
・

リ
ー
ダ
ー
等
の
増
員
に
よ
る
見
守
り
活
動
の
充
実
、
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
等
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成
・
資
質
向
上
の
促
進
、
警
察
や

保
護
者
、

PT
A等

と
の
連
携
の
下
で
見
守
り
体
制
の
一
層
の
強
化
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。

○
ス

クー
ル

ガ
ー

ド・
リー

ダー
に

よ
る

助
言

、見
守

り活
動

に
対

す
る

謝
金

、各
学

校
を

定
期

的
に

巡
回

す
る

た
め

の
旅

費
等

の
補

助

○
学

校
等

の
巡

回
活

動
等

を
円

滑
に

す
る

た
め

に
ス

クー
ル

ガ
ー

ド・
リー

ダー
の

連
絡

会
等

の
開

催
を

支
援

、装
備

品
の

充
実

○
通

学
路

で
子

供
た

ち
を

見
守

る
ス

クー
ル

ガ
ー

ド
の

防
犯

等
に

関
す

る
知

識
や

非
常

時
の

対
応

策
等

を
身

に
付

け
させ

る
た

め
の

養
成

講
習

会
の

実
施

○
ス

クー
ル

ガ
ー

ド等
を

募
集

す
る

た
め

の
広

報
紙

や
ポ

ス
ター

、看
板

等
の

作
成

費
用

の
補

助

「
地
域
の
連
携
の
場
」
の

構
築
な
ど
地
域
全
体
で
見

守
る
体
制
を
強
化

国
公
私
立
学
校

警
察

地
域
住
民

保
護
者

PT
A

ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
・
リ
ー
ダ
ー
の

育
成
支
援

ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
・
リ
ー
ダ
ー
に

対
す
る
活
動
支
援

ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

の
養
成
・
資
質
向
上

ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
増
員
に
よ
る

見
守
り
の
強
化
及
び
活
動
に
対
す
る
支
援

○
ス

クー
ル

ガ
ー

ド・
リー

ダー
の

資
質

を
備

え
た

人
材

（
警

察
官

O
B・

教
職

員
O

B・
防

犯
協

会
役

員
等

）
に

対
す

る
育

成
講

習
会

の
実

施
○

各
種

講
習

会
等

へ
の

参
加

支
援

（
他

の
自

治
体

で
開

催
す

る
育

成
講

習
会

へ
の

参
加

支
援

も
含

む
）

地
域
ぐ
る
み
で
子
供
の
安

全
を
守
る
体
制
構
築

ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
・
リ
ー
ダ
ー
育
成

講
習
会
や
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
養
成
講
習
会

の
開
催
に
係
る
経
費
を
補
助
し
、

見
守
り
の
人
材
確
保
と
質
の
向
上

ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
・
リ
ー
ダ
ー
が

ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
に
対
し
て
、

見
守
り
活
動
・
警
備
上
の
ポ
イ
ン
ト
や

不
審
者
対
応
等
に
つ
い
て
指
導
・
助
言

ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド

(学
校
安
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

)

地
域
の
つ
な
ぎ
役

ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
・

リ
ー
ダ
ー

防
犯

【
補
助
事
業
（補

助
率
：国

庫
補
助
率

1/
3、

都
道
府
県
・市

町
村
各

1/
3

※
市
町
村
直
接
実
施
の
場
合

2/
3負

担
）、

実
施
主
体
：都

道
府
県
及
び
市
町
村
、
平
成

17
年
度
事
業
開
始

】

○
「登

下
校

防
犯

プ
ラン

」等
に

基
づ

く、
登

下
校

時
の

パ
トロ

ー
ル

や
地

域
の

連
携

の
場

構
築

な
ど

防
犯

活
動

へ
の

支
援

○
子

供
の

見
守

り活
動

に
係

る
帽

子
や

腕
章

な
ど

の
消

耗
品

費
、ボ

ラン
テ

ィア
保

険
料

の
補

助

見
守
り
活
動
等
を
補
う
取
組
へ
の
支
援

○
学

校
へ

の
不

審
者

侵
入

防
止

の
ソ

フト
対

策
に

係
る

費
用

の
補

助
（

注
意

喚
起

看
板

等
の

設
置

な
ど）

（
担

当
：

総
合

教
育

政
策

局
男

女
共

同
参

画
共

生
社

会
学

習
・安

全
課

）

○
通

学
路

等
の

危
険

箇
所

に
つ

い
て

注
意

を
喚

起
す

る
看

板
や

交
通

安
全

啓
発

看
板

等
の

作
成

費
用

の
補

助

○
活

動
の

参
考

とな
る

資
料

の
作

成
や

配
布

す
る

こと
に

よ
る

見
守

りの
質

の
向

上

背
景
・課
題

事
業
内
容

19



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

４． 
リ・スキリングを含めたリカレント教育等 
社会人の学び直しの機会の拡充 
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新
時
代
の
産
学
協
働
リカ
レ
ン
ト
教
育
モ
デ
ル
開
発
支
援
事
業

実
施
内
容

令
和

６
年

度
要

求
・要

望
額

71
6百

万
円

背
景


「企
業
成
長
に
直
結
す
る
」 
「高
等
教
育
機
関
し
か

で
き
な
い
」 
リカ
レ
ン
ト
教
育
モ
デ
ル

を
確

立

＜
KP

I：
参

画
企

業
等

の
うち

、大
学

等
で

学
ぶ

従
業

員
へ

の
支

援
制

度
を

整
備

す
る

者
の

割
合

＞


社

会
人

向
け

の
リカ
レ
ン
ト
教
育
の
提
供
を
強
み
と

し
て
成
長
す
る
大
学

の
創

出
＜

KP
I：

開
発

され
た

教
育

モ
デ

ル
の

うち
、受

講
料

収
入

等
に

よ
る

自
立

的
運

営
を

達
成

した
も

の
の

割
合

＞

事
業
イ
メ
ー
ジ

生
成

AI
を
ビ
ジ
ネ
ス
で
利

用
   

 
す
る
際

の
危

険
性

は
？

ｶ
ｰ
ﾎ
ﾞﾝ
ﾆ
ｭ
ｰ
ﾄﾗ

ﾙ
の
世
界
的

   
   

動
向
を
踏
ま
え
て
企
業

   
戦
略
を
考
え
た
い

最
先

端
の

研
究

動
向

は
？

高
度

で
体
系
的
な
知
識
を

必
要

と
す
る
人
材
を
派
遣 俯

瞰
的
な
構
想
力

異
分
野
か
ら
の
発
想

人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成

リ
カ
レ
ン
ト
教
育
（
リ
・
ス
キ
リ
ン
グ
）
の

企
業

・
大
学
等
の
新
た
な
協
働

目
的

１
.高

度
人
材
育
成
の
た
め
の
産
学
協
働
リカ
レ
ン
ト
教
育
モ
デ
ル
の
開
発

 

①
産
業
界
と大

学
等
の
協
働
体
制
の
構
築

 
➡

 組
織
対
組
織
で
の
持
続
可
能
で
発
展
的
な
リカ
レ
ン
ト
教
育
体
制

≪大
学

等
≫コ

ー
デ

ィネ
ー

ター
配

置
、学

内
の

リカ
レ

ン
ト教

育
体

制
構

築
や

企
業

等
連

携
の

調
整

・推
進

等
≪企

業
等

≫従
業

員
の

送
り出

し、
派

遣
受

講
生

の
成

果
に

関
す

る
デ

ー
タ提

供
、処

遇
・人

事
制

度
へ

の
反

映
検

討
等

  ②
成
長
分
野
を
は
じ
め
とし
た
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発

 ➡
 高
等
教
育
機
関
に
し
か
で
き
な
い
教
育
で
、産
業
界
に
人
材
投
資
メ
リッ
ト
が
実
感
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発

２
.産

学
協
働
リカ
レ
ン
ト
教
育
体
制
構
築
の
た
め
の
伴
走
支
援

 
【１
億
円
】（

民
間

企
業

等
へ

の
委

託
等

 2
か

所
）


リカ

レ
ン

ト教
育

体
制

構
築

に
際

し
て

、産
業

界
の

ニ
ー

ズ
と大

学
等

の
教

育
資

源
の

マ
ッチ

ン
グ

か
ら教

育
コン

テ
ン

ツ
の

開
発

、企
業

派
遣

を
含

む
受

講
者

確
保

、終
了

後
の

プ
ロ

グ
ラム

改
善

や
継

続
派

遣
に

向
け

た
フォ

ロ
ー

に
至

る
ま

で
､進

捗
を

把
握

し、
調

査
・助

言
等

を
通

じて
持

続
的

教
育

体
制

の
構

築
を

全
面

的
に

支
援

す
る

。


大
学

等
の

拠
点

採
択

に
際

す
る

事
業

計
画

審
査

や
採

択
後

の
評

価
、改

善
に

向
け

た
ア

ドバ
イス

等
を

行
う。


労

働
人

口
の

減
少

は
不

可
避

で
あ

る
中

、労
働
生
産
性
の
向
上
は
国
家
的
課
題


ア

メリ
カ企

業
と比

べ
て
日
本
企
業
の

O
JT
以
外
で
の
人
材
投
資
は
わ
ず
か

1/
20
程
度


VU

CA
の

時
代

に
あ

って
真

に
必

要
とさ

れ
る

ス
キ

ル
は

、資
格
や
検
定
で
は
な
く「
分
野
横
断
的
知
識
・能
力
」「
理
論
と実

践
の
融
合
」「
分
析
的
思
考
」等

※
で

あ
り、
リカ
レ
ン
ト
教
育
を
大
学
等
の
責
務
とし
て
行
う必

要


しか

し、
現

実
に

は
企
業
は
大
学
等
を
リ・
ス
キ
リン
グ
や
リカ
レ
ン
ト
教
育
の
場
とみ
な
し
て
い
な
い

（
過

去
５

年
で

従
業

員
を

大
学

等
に

送
り出

した
企

業
等

は
10

％
未

満
）


国

際
的

に
も

社
会

人
割

合
が

低
い

日
本

の
大

学
は

、産
業
界
の
ニ
ー
ズ
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る
教
育
体
制
が
不
十
分 大

学
等

企
業
等

計
9.

2億
円

×
2/

3＝
要
求
額

6.
1億

円

＜
生

成
AI

の
導

入
に

よ
る

企
業

成
長

とリ
ス

クマ
ネ

ジ
メン

トプ
ログ

ラム
＞

＜
GX

や
SD

Gs
な

どの
企

業
戦

略
を

担
う人

材
の

た
め

の
プ

ログ
ラム

＞
＜

半
導

体
開

発
の

最
先

端
の

研
究

動
向

を
踏

ま
え

た
プ

ログ
ラム

＞
＜

企
業

経
営

理
論

を
ベ

ー
ス

とし
た

マ
ネ

ジ
メン

ト人
材

育
成

プ
ログ

ラム
＞

 
例

※
 地

域
・業

種
等

に
よ

り様
々

な
企

業
等

の
協

力
を

得
て

実
践

的
か

つ
持

続
的

な
実

施
体

制
を

構
築

す
る

た
め

、成
果

を
踏

ま
え

た
企

業
等

の
行

動
変

容
を

促
す

期
間

も
考

慮
し、

事
業

期
間

は
３

年
間

。

※
企

業
に

も
主

体
的

な
参

画
を

求
め

る
た

め
、補

助
率

2/
3と

す
る

メ
ニ
ュ
ー
Ⅰ
・
Ⅱ
実
施
要
件

［
メ
ニ
ュー
Ⅰ
】分
野
横
断
型

 ４
件

×
0.

8億
円

［
メ
ニ
ュー
Ⅱ
】分
野
特
化
型

15
件

×
0.

4億
円


特

定
の

大
学

や
高

等
専

門
学

校
と企

業
とが

連
携

して
、新

た
な

リカ
レ

ン
ト教

育
の

モ
デ

ル
を

構
築

。企
業

の
経

営
・

人
事

戦
略

に
基

づ
い

て
、従

業
員

を
派

遣
した

り、
そ

の
受

講
成

果
を

給
与

に
反

映
す

る
な

ど、
よ

り進
ん

だ
取

組
を

推
進

。大
学

等
も

そ
れ

に
値

す
る

プ
ログ

ラム
を

企
業

実
務

を
通

じた
効

果
検

証
の

フィ
ー

ドバ
ック

を
踏

ま
え

つ
つ

開
発

。

（
総

合
教

育
政

策
局

生
涯

学
習

推
進

課
）

※
経

団
連

産
学

協
議

会
20

22
年

報
告

／
世

界
経

済
フォ

ー
ラム

「仕
事

の
未

来
20

20
」

※
これ

らの
能

力
は

職
業

上
も

活
用

可
能

性
が

高
く、

大
学

で
の

育
成

が
期

待
され

る
高

度
な

リ・
ス

キ
リン

グ
で

あ
り、

リカ
レ

ン
ト教

育
の

一
部

と捉
え

る
。

社
会

の
多

様
な

ニ
ー

ズ
に

対
応

す
る

大
学

等
に

しか
出

来
な

い
教

育
プ

ログ
ラム

を
開

発
・実

施
し、

そ
の

成
果

を
学

位
プ

ログ
ラム

に
反

映
す

る
こと

も
推

奨

→
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
の
実
施
を
大
学
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
明
確
に
位
置
付
け
、

全
学
的
な
体
制
整
備
を
行
う
な
ど
、
大
学
・
大
学
院
の
改
革
に
つ
な
げ
る
。
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16

専
門
職
業
人
材
の
最
新
技
能
ア
ップ
デ
ー
ト
の
た
め
の
専
修
学
校
リカ
レ
ン
ト
教
育

（
リ・
ス
キ
リン
グ
）
推
進
事
業

 令
和

6年
度

要
求

・要
望

額
40

2百
万

円

背
景
・

課
題

・各
職

業
分

野
に

お
い

て
、進

歩
著

しい
知

識
・技

術
の

ア
ップ

デ
ー

トに
よ

る
個

人
の

資
質

の
向

上
。

（
例

）
自

動
車

整
備

 ×
電

気
自

動
車

等
の

クリ
ー

ン
技

術
、建

築
 ×

ゼ
ロ・

エ
ネ

ル
ギ

ー
住

宅
な

ど

・企
業

や
団

体
等

か
らの

推
薦

に
よ

り、
安

心
して

学
び

直
しに

取
り組

む
こと

が
可

能
に

。

事
業

概
要

専
修
学
校
と企

業
・業
界
団
体
等
が
連
携
体
制
を
構
築

し、
各

職
業

分
野

に
お

い
て
受
講
者
の
知
識
・

ス
キ
ル
を
最
新
の
も
の
に
ア
ップ
デ
ー
ト
で
き
る
リカ
レ
ン
ト
教
育
の
コン
テ
ン
ツ
を
作
成

す
る

とと
も

に
、企

業
・業

界
団

体
の

ニ
ー

ズ
に

応
じた

カス
タマ

イズ
や

受
講

しや
す

い
環

境
構

築
等

に
よ

り、
多

くの
企

業
が

必
要

とす
る

リカ
レ

ン
ト教

育
を

提
供

す
る

こと
に

加
え

、 業
界
団
体
を
通
じ
て
教
育
コン
テ
ン
ツ
の
情
報
提
供
を

行
う体

制
を
作
る
モ
デ
ル
を
構
築

し、
そ

の
成

果
の

普
及

を
図

る
。

（
前

年
度

予
算

額
 

 
40

2百
万

円
）

専
門
職
業
人
材
の
最
新
知
識
・技
能
ア
ップ
デ
ー
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発


各

職
業

分
野

（
専

修
学

校
の

教
育

内
容

8分
野

）
に

お
い

て
、専

修
学
校

と企
業
・業
界
団
体
等
との

連
携

に
よ

り、
最
新
の
知
識
・技
能
を
習
得
す

る
こと
が
で
き
る
リカ
レ
ン
ト
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成

。


作
成

し
た

プ
ロ

グ
ラム

に
つ

い
て

業
界

団
体

等
を

通
じ

て
情

報
提

供
を

行
い

、
各

企
業

や
団

体
か

ら専
修

学
校

で
の

リカ
レ

ン
ト教

育
講

座
等

が
安

定
的

・
持

続
的

に
活

用
され

る
よ

う体
制
を
構
築

。


上
記

取
組

を
モ

デ
ル

とし
、そ

の
効
果
の
検
証
・成
果
に
つ
い
て
普
及
・展
開

。


件
数

・単
価

：
16

分
野

×
23

百
万

円
（

予
定

）


事
業

期
間

：
令

和
5年

度
～

令
和

7年
度

事
業
メ
ニ
ュー

分
野
横
断
連
絡
調
整
会
議
の
実
施


各

取
組

の
進

捗
管

理
お

よ
び

連
絡

調
整

を
実

施
。


各

取
組

の
事

業
成

果
を

体
系

的
に

ま
とめ

、普
及

・定
着

方
策

を
検

討
。


リカ

レ
ン

ト教
育

関
連

の
動

向
や

各
職

業
分

野
に

関
す

る
最

新
知

識
・技

能
等

に
関

す
る

情
報

収
集

、プ
ログ

ラム
開

発
受

託
団

体
へ

の
提

案
等

。


件
数

・単
価

：
１

か
所

×
28

百
万

円
（

予
定

）


事
業

期
間

：
令

和
5年

度
～

令
和

7年
度

（
数

値
に

つ
い

て
は

文
部

科
学

省
「専

修
学

校
リカ

レ
ン

ト教
育

総
合

推
進

プ
ロジ

ェク
ト」

調
査

結
果

よ
り）

協
働

に
よ

りリ
カレ

ン
ト教

育
プ

ログ
ラム

を
開

発
・提

供
そ

れ
ぞ

れ
の

強
み

を
生

か
し、

課
題

を
解

決

＜
専
修
学
校
の
リカ
レ
ン
ト
教
育
に
関
す
る
課
題
＞

リカ
レ

ン
ト

講
座

を
開

講
し

て
も

受
講

者
が

集
ま

らな
い

等
、事

業
とし

て
成

立
す

る
か

見
通

す
こと

が
困

難
【参

考
】リ

カレ
ン

ト講
座

の
実

施
に

際
して

の
課

題
・・

・社
会

人
等

の
生

徒
数

の
確

保
：

 2
8.

5％

企
業
・団
体

＜
専
修
学
校
との
連
携
に
よ
って
解
決
さ
れ
る
こと
＞

•
専

修
学

校
が

持
つ

、 受
講
者
の
レ
ベ
ル
や
ス
キ
ル
に

応
じ
た
教
育

や
学

習
成

果
等

の
評
価
等
に
関
す
る

ノウ
ハ
ウ

の
提

供

専
修
学
校

＜
企
業
・業
界
団
体
の
リカ
レ
ン
ト
教
育
に
関
す
る
課
題
＞

業
界

ニ
ー

ズ
を

具
体

的
な

知
識

や
技

能
に

落
とし

込
み

、
そ

れ
に

見
合

った
学

習
内

容
を

提
供

す
る

の
が

困
難

【参
考

】O
ff-

JT
を

実
施

す
る

うえ
で

の
課

題
・・

・身
に

着
け

させ
る

べ
き

知
識

・ス
キ

ル
の

特
定

：
32

.5
%

受
講
者
（
専
門
職
業
人
材
）

背
景 ・

課
題

○
社

会
の

変
化

が
激

しく
、か

つ
て

専
門

学
校

で
学

ん
だ

知
識

・技
能

だ
け

で
は

そ
の

変
化

に
対

応
す

る
こと

は
困

難
。

○
企

業
で

は
社

員
に

対
し必

ず
しも

十
分

な
学

び
直

し
の

時
間

を
確

保
す

る
こと

は
で

き
て

い
な

い
。

○
教

育
未

来
創

造
会

議
の

提
言

、骨
太

の
方

針
等

に
お

い
て

も
リカ

レ
ン

ト
教

育
の

推
進

が
求

め
られ

て
い

る
とこ

ろ
。

事
業
イ
メ
ー
ジ

•
企

業
の

研
修

・学
び

直
し等

に
お

い
て

専
修

学
校

が
提

供
す

る
講

座
を

積
極

的
に

活
用

す
る

こと
に

よ
り、
受
講
者
を

安
定
的
に
確
保

＜
企
業
・業
界
団
体
との
連
携
に
よ
って
解
決
さ
れ
る
こと
＞

ア
ウ
ト
プ
ット
（
活
動
目
標

)
ア
ウ
ト
カ
ム

(成
果
目
標

)
イ
ン
パ
ク
ト

(国
民
・社
会
へ
の
影
響
）
、目
指
す
べ
き
姿

誰
も

が
一

人
一

人
の

キ
ャリ

ア
選

択
に

応
じて

必
要

とな
る

学
び

を
受

け
られ

る
機

会
の

充
実

を
図

る
。

開
発

し
た

モ
デ

ル
を

全
国

の
専

修
学

校
が

活
用

し
、各

学
校

に
お

い
て

リカ
レ

ン
ト教

育
講

座
を

開
講

•
各

職
業

分
野

ご
とに

職
業

専
門

人
材

が
学

び
直

し
に

よ
り最

新
知

識
・技

能
を

身
に

着
け

る
こと

が
可

能
とな

る
プ

ロ
グ

ラム
に

つ
い

て
モ

デ
ル

開
発

⇒
８

分
野

×
2か

所
＝

16
か

所
担

当
：

総
合

教
育

政
策

局
生

涯
学

習
推

進
課
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大
学
等
に
お
け
る
価
値
創
造
人
材
育
成
拠
点
の
形
成

令
和

６
年

度
要

求
・要

望
額

80
百

万
円

（
前

年
度

予
算

額
 8

0百
万

円
）


VU

CA
の

時
代

に
お

い
て

、変
化
に
対
応
し
、不
断
に
能
力
を
向
上
さ
せ
て
い
くこ
とが
重
要

。


教
育

未
来

創
造

会
議

等
の

政
府

会
議

や
経

団
連

を
は

じめ
とし

た
産

業
界

か
ら、
新
規
事
業
の
創
出
が
で

き
る
、ス
タ
ー
ト
ア
ップ
に
も
貢
献
で
き
る
人
材
が
強
く求
め
ら
れ
て
い
る

。


そ
の

中
で

、創
造

性
を

発
揮

して
付

加
価

値
を

生
み

出
す

価
値

創
造

人
材

の
育

成
が

重
要

で
、A

Iで
は
代

替
で
き
な
い
、創
造
性
・感
性
・デ
ザ
イ
ン
性
・企
画
力
な
どを
身
に
つ
け
さ
せ
る
こと
が
重
要

。


つ
い

て
は

、大
学

に
対

す
る

支
援

を
通

じ
て

、企
業
・社
会
に
対
し
て
価
値
創
造
が
で
き
る
人
材
の
継
続
的

な
供
給
を
行
うと
とも
に
、そ
の
ノウ
ハ
ウ
を
他
の
教
育
機
関
等
に
展
開
す
る
拠
点
を
構
築

す
る

。

価
値
創
造
人
材
育
成
事
業
の
体
系
図

次
期
リー
ダ
ー
層

専
門
ス
タ
ッフ

マ
ネ

ー
ジ

ャー
職

ス
タッ

フ職
な

ど全
員

30
代

20
代

•
既

存
の

価
値

観
や

枠
組

み
に

捕
らわ

れ
な

い
創

造
力

の
あ

る
人

材
育

成
の

強
化

•
付

加
価

値
を

高
め

た
商

品
開

発
や

新
しい

社
会

の
在

り方
の

創
出

•
生

産
性

の
向

上
、国

際
競

争
力

の
確

保

•
連

携
企

業
の

事
業

満
足

度
10

0％
•

価
値

創
造

プ
ログ

ラム
を

実
施

す
る

大
学

数
の

増
加

•
創

造
力

を
重

視
す

る
企

業
の

増
加

•
修

了
生

の
新

規
事

業
立

ち
上

げ
の

貢
献

な
ど

•
事

業
に

お
け

る
連

携
企

業
数

•
プ

ログ
ラム

の
社

会
人

受
講

者
・修

了
者

数
•

プ
ログ

ラム
と連

携
した

企
業

数
:計

50
以

上

ア
ウ
ト
プ
ット
（
活
動
目
標
）

ア
ウ
ト
カ
ム
（
成
果
目
標
）

イ
ン
パ
ク
ト
（
国
民
・社
会
へ
の
影
響
）

令
和
６
年
度
に
実
施
す
る
内
容

5年
間

（
令

和
3年

度
か

ら令
和

7年
度

ま
で

）

4,
00

0万
円

（
人

件
費

、旅
費

等
）

×
2拠

点
＝

8,
00

0万
円

支
援
大
学

東
京

工
業

大
学

・京
都

大
学

本
事
業
が
養
成
す
る
人
材

(例
：

個
人

の
内

面
や

価
値

観
に

基
づ

く創
造

的
な

問
題

解
決

や
ビジ

ネ
ス

を
構

築
す

る
力

を
育

成
)

事
業
実
施
計
画

「新
し
い
資
本
主
義
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
及
び
実
行
計
画

「フ
ォロ
ー
ア
ップ
」」
（
令
和

4年
6月

閣
議
決
定
）

•
デ

ジ
タル

・グ
リー

ン
等

成
長

分
野

や
ス

ター
トア

ップ
、新

規
事

業
創

出
等

新
た

な
価

値
を

創
造

す
る

人
材

の
育

成
に

関
す

る
プ

ログ
ラム

の
開

発
を

支
援

す
る

。
•

個
人

の
内

面
や

顧
客

ニ
ー

ズ
に

基
づ

く創
造

的
な

発
想

を
ビジ

ネ
ス

に
つ

な
ぐた

め
、2

02
1年

度
に

開
発

した
教

育
プ

ログ
ラム

を
、2

02
2

年
度

か
ら実

際
に

運
用

し、
プ

ログ
ラム

の
改

良
及

び
これ

を
実

践
す

る
大

学
等

の
拠

点
構

築
を

早
急

に
進

め
る

。

「教
育
未
来
創
造
会
議
提
言
」（

令
和

4年
5月

政
府
会
議
決
定
）

•
デ

ジ
タル

・グ
リー

ン
等

成
長

分
野

や
ス

ター
トア

ップ
、新

規
事

業
創

出
等

新
た

な
価

値
を

創
造

す
る

人
材

の
育

成
に

関
す

る
プ

ログ
ラム

の
開

発
を

支
援

す
る

。

政
府
文
書
等
に
お
け
る
提
言


令

和
５

年
度

ま
で

に
２

拠
点

で
開

発
・実

施
し

た
プ

ログ
ラム

に
つ

い
て

、創
造

的
発

想
を

ビジ
ネ

ス
に

つ
な

ぐ価
値

創
造

人
材

育
成

プ
ロ

グ
ラム

とし
て

、企
業

や
他

大
学

等
と連

携
し

な
が

ら展
開

・改
良

す
る

とと
も

に
、最

終
的

な
拠

点
構

築
に

向
け

て
修

了
生

を
含

め
た

ネ
ット

ワ
ー

クの
強

化
と活

動
活

性
化

を
図

る
。


実

施
した

プ
ログ

ラム
内

容
の

評
価

方
法

を
検

討
し

、持
続

的
な

プ
ロ

グ
ラム

点
検

・改
善

の
プ

ロセ
ス

の
確

立
を

図
る

とと
も

に
、プ

ログ
ラム

の
自

走
に

向
け

評
価

に
基

づ
く適

切
な

受
講

料
設

定
を

模
索

す
る

。


プ
ログ

ラム
の

全
国

普
及

に
向

け
た

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

開
催

や
オ

ン
ライ

ン
配

信
・企

業
向

け
研

修
プ

ログ
ラム

等
へ

の
応

用
な

どを
通

じた
横

展
開

を
図

る
。

事
業
を
実
施
す
る
背
景
・概
要

【令
和

3年
度
】

プ
ログ

ラム
の

開
発

（
東

京
工

業
大

学
、京

都
大

学
）

【令
和

4年
度
】

プ
ログ

ラム
の

実
施

、企
業

に
お

け
る

活
用

開
始

【令
和

5年
度
】

プ
ログ

ラム
の

実
施

・改
良

、企
業

と連
携

した
活

用
促

進
、自

走
化

の
準

備
【令
和

6年
度
】

企
業

や
他

大
学

等
との

連
携

を
通

じた
プ

ログ
ラム

展
開

、拠
点

構
築

準
備

【令
和

7年
度
】

拠
点

の
持

続
的

運
営

体
制

の
構

築
完

成
、令
和

7年
度
に
事
業
終
了

事
業
期
間

支
援
件
数

（
総

合
教

育
政

策
局

生
涯

学
習

推
進

課
）
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 令
和

2年
度

よ
り、

女
性

の
多

様
な

チ
ャレ

ン
ジ

に
必

要
とな

る
学

び
を

総
合

的
に

支
援

す
る

仕
組

み
づ

くり
に

関
す

る
モ

デ
ル

を
構

築
。

 令
和

6年
度

は
、女

性
教

育
関

係
団

体
、大

学
及

び
研

究
者

、企
業

等
が

連
携

し、
女

性
が

指
導

的
立

場
に

就
くに

際
して

必
要

とな
る

体
系

的
な

学
習

の
提

供
等

、女
性

の
多

様
な

チ
ャレ

ン
ジ

を
総

合
的

に
支

援
す

る
モ

デ
ル

を
構

築
。さ

らに
、我

が
国

の
将

来
を

担
う子

供
た

ち
の

最
も

身
近

な
存

在
で

あ
る

学
校

運
営

に
お

け
る

女
性

の
参

画
を

推
進

し、
子

供
た

ち
の

男
女

共
同

参
画

を
推

進
す

る
意

識
を

醸
成

す
る

こと
に

加
え

、幼
児

期
の

教
育

現
場

等
に

お
け

る
固

定
的

な
性

別
役

割
分

担
意

識
や

無
意

識
の

思
い

込
み

（
ア

ン
コン

シ
ャス

・バ
イア

ス
）

の
解

消
に

資
す

る
方

策
に

つ
い

て
調

査
研

究
を

行
う。

女
性
の
多
様
な
チ
ャレ
ン
ジ
に
寄
り添

う学
び
と社

会
参
画
支
援
事
業


少

子
高

齢
化

、S
oc

ie
ty

5.
0の

実
現

を
見

据
え

る
中

、あ
ら
ゆ
る
分
野
で
の
女
性
の
参
画
拡
大
は
社
会
・経
済
の
持
続
可
能
な
発
展
の
た
め
に
重
要
。


第

5次
男

女
共

同
参

画
基

本
計

画
（

令
和

２
年

12
月

）
で

は
、社
会
の
多
様
性
と活

力
を
高
め
我
が
国
経
済
が
力
強
く発
展
し
て
い
く観
点
や
、男
女
間
の
実
質
的
な
機
会
の
平
等

を
担
保
す
る
観
点
か
ら
、指
導
的
地
位
へ
の
女
性
の
参
画
の
拡
大
が
極
め
て
重
要

とさ
れ

た
。

•
「2

03
0年

代
に

は
、誰

も
が

性
別

を
意

識
す

る
こと

な
く活

躍
で

き
、指

導
的

地
位

に
あ

る
人

々
の

性
別

に
偏

りが
な

い
よ

うな
社

会
とな

る
こと

を
目

指
す

。」
こと

が
目

標
とし

て
掲

げ
られ

、
•

学
校

教
育

分
野

に
お

い
て

は
、初
等
中
等
教
育
機
関
の
教
頭
以
上
に
占
め
る
女
性
の
割
合
を
令
和
７
年
ま
で
に
、校
長

20
％
、副
校
長
・教
頭

25
％
とす
る
成
果
目
標
が
設
定

。


女
性

活
躍

・男
女

共
同

参
画

の
重

点
方

針
20

23
（

女
性

版
骨

太
20

23
）

（
令

和
５

年
６

月
）

で
は

、「
児

童
生

徒
の

固
定

的
な

性
別

役
割

分
担

意
識

や
無

意
識

の
思

い
込

み
（

ア
ン

コン
シ

ャス
・バ

イア
ス

）
を

解
消

す
る

た
め

の
取

組
や

、幼
児
期
か
ら
も
同
様
に
、固
定
的
な
性
別
役
割
分
担
意
識
等
を
植
え
付
け
る
こと
な
く、
女
子
の
理
工
系
分
野
で
の
活
躍
な

ど将
来
の
あ
ら
ゆ
る
選
択
肢
に
つ
い
て
自
由
な
希
望
を
抱
くこ
とが
で
き
る
よ
うに
す
る
た
め
の
教
育
環
境
の
整
備
に
資
す
る
取
組
を
行
う。

」と
され

て
い

る
。


男

女
共

同
参

画
、女

性
の

活
躍

等
に

知
見

を
持

つ
女

性
教

育
関

係
団

体
と多

様
な

分
野

に
高

度
な

知
見

を
持

つ
大

学
及

び
研

究
者

、企
業

等
が

連
携

し、
総

合
的

な
知

識
、的

確
な

判
断

力
と実

行
力

を
高

め
、組
織
の
指
導
的
立
場
とし
て
、

よ
り高

度
な
社
会
参
画
を
目
指
す
女
性
の
支
援
に
資
す
る
社
会
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
ウ
ィミ
ン
ズ
カ
レ
ッジ
）

を
構

築
。


同

プ
ログ

ラム
で

は
、男

女
共

同
参

画
に

関
す

る
知

識
の

他
、S

oc
ie

ty
5.

0時
代

の
最

先
端

の
リベ

ラル
ア

ー
ツ

や
、ビ

ジ
ネ

ス
や

高
度

な
意

思
決

定
の

場
で

求
め

られ
る

的
確

な
判

断
力

等
、多

種
多

様
な

社
会

生
活

に
お

い
て

ア
ップ

グ
レ

ー
ドを

目
指

す
女

性
を

対
象

に
、そ

れ
ぞ

れ
の

知
識

の
体

幹
強

化
に

必
要

とな
る

オ
ー

ダー
メイ

ド型
の

学
習

機
会

を
提

供
す

る
モ

デ
ル

を
構

築
す

る
。

令
和

6年
度

要
求

・要
望

額
 

29
百

万
円

(前
年

度
予

算
額

 
 

21
百

万
円

)

【事
業

開
始

年
度

：
令

和
２

年
度

】

社
会
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
ウ
ィミ
ン
ズ
カ
レ
ッジ
）

企
業

女
性

教
育

団
体

大
学

企
業

プ
ロ
グ
ラ
ム
企
画
委
員
会

企 画

大
学


最
先
端
リベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
プ
ロ
グ
ラ
ム


産
育
休
復
帰
支
援


受
講
生
間
交
流


学
び
に
関
す
る
相
談
等

背 景 等 取
組
❶

多
様
な
チ
ャレ
ン
ジ
に
寄
り添

う学
び
・社
会
参
画
支
援
モ
デ
ル
の
構
築

取
組
❷

学
校
教
育
分
野
に
お
け
る
女
性
の
意
思
決
定
過
程
へ
の
参
加


学

校
教

育
分

野
に

お
い

て
女

性
の

採
用

・登
用

が
進

ま
な

い
地

域
が

抱
え

る
課

題
に

つ
い

て
把

握
し、

そ
の

課
題

解
決

に
役

立
つ

好
事

例
や

教
員

を
目

指
す

女
性

が
管

理
職

等
へ

の
キ

ャリ
ア

を
志

向
す

る
こと

が
で

き
る

よ
うな

ロー
ル

モ
デ

ル
を

収
集

し、
全

国
フォ

ー
ラム

等
の

開
催

に
よ

り横
展

開
を

図
る

。

取
組
➌

固
定
的
な
性
別
役
割
分
担
意
識
や
無
意
識
の
思
い
込
み
の
解
消
に
資
す
る
調
査
研
究


未

就
学

児
が

ジ
ェン

ダー
バ

イア
ス

に
よ

り自
分

の
可

能
性

を
狭

め
て

しま
わ

な
い

よ
う、

幼
児

期
の

教
育

現
場

等
に

お
け

る
固

定
的

な
性

別
役

割
分

担
意

識
や

無
意

識
の

思
い

込
み

（
ア

ン
コン

シ
ャス

・
バ

イア
ス

）
の

解
消

に
資

す
る

方
策

に
つ

い
て

調
査

研
究

を
行

う。
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令
和
６
年
度
要
求
・要
望
額

 8
,0

63
,3

00
千
円

【放
送
大
学
学
園
補
助
金
】

支
出

  
 1

3,
34

2,
29

3千
円

 (
13

,0
16

,5
96

千
円

）
収

入
自

己
収

入
   

5,
73

2,
99

3千
円

 (
  5

,6
24

,5
82

千
円

）
国
庫
補
助
金

7,
60

9,
30

0千
円

 ( 
7,

39
2,

01
4千

円
）

【放
送
大
学
学
園
施
設
整
備
費
補
助
金
】

45
4,

00
0千

円
 (

  
ー

千
円

）

（
前

年
度

予
算

額
 

 7
,3

92
百

万
円

）
令

和
６

年
度

要
求

・要
望

額
8,

06
3百

万
円

放
送
大
学
の
充
実
・整
備
（
放
送
大
学
学
園
補
助
）

「大
学
教
育
」「
リカ
レ
ン
ト
教
育
」拠
点
とし
て
、一
層
高
度
・効
率
的
な
学
び
の
機
会
を
全
国
へ
提
供
で
き
る
環
境
を
構
築

○
 様
々
な
地
域
に
住
む
、
幅
広
い
年
代
・
職
業
の
方
が
、
自
分
に
合
っ
た
ス
タ
イ
ル
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
高
等
教
育
機
関
。

BS
放
送
（
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
）
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

40
0科

目
以
上
の
授
業
科
目
を
開
設
。

○
 遠
隔
教
育
の
先
駆
者
と
し
て
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
学
び
の
継
続
の
た
め
に
、
他
大
学
に
も
学
習
コ
ン
テ
ン
ツ
を
提
供
。

○
 対
面
で
の
よ
り
深
い
学
び
、
学
生
同
士
の
交
流
の
場
と
し
て
、
全
て
の
都
道
府
県
（
全
国

57
箇
所
）
に
学
習
拠
点
を
設
置
。

各
地
域
で
特
徴
の
あ
る
面
接
授
業
（
ス
ク
ー
リ
ン
グ
）
を
開
講
。

○
 社
会
人
を
中
心
に
約
９
万
人
の
学
生
が
在
籍
し
、
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
の
推
進
に
寄
与
。

〔
放

送
大
学
シ
ン
ボ
ル

マ
ー
ク
〕

１
．
メ
デ
ィア
教
育
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー
（
仮
）

〔1
20

百
万

円
〕

○
放

送
大

学
の

教
授

形
態

の
多

様
性

と諸
特

性
を

踏
ま

え
た

メデ
ィア

教
育

の
研

究
・開

発
を

行
うと

同
時

に
、先

駆
的

な
実

験
授

業
の

企
画

・制
作

を
一

貫
して

担
当

し、
内

外
の

研
究

機
関

と技
術

的
、人

的
交

流
の

ネ
ット

ワ
ー

クを
形

成
し、

新
しい

遠
隔

高
等

教
育

の
あ

り
方

を
研

究
開

発
す

る
セ

ン
ター

の
創

設
。

主
な
要
求
事
項

２
．
知
的
障
害
者
を
は
じ
め
とし
た
障
害
者
の
学
習
環
境
モ
デ
ル
事
例

創
出
事
業

〔5
0百

万
円

〕
○

知
的

障
害

者
や

そ
の

支
援

者
へ

の
生

涯
学

習
支

援
に

つ
な

が
る

学
習

コン
テ

ン
ツの

作
成

に
向

け
た

検
討

。
５
．
施
設
改
修

〔4
54

百
万

円
〕

○
施

設
の

老
朽

化
に

伴
う不

具
合

に
よ

る
、教

育
研

究
活

動
の

中
断

を
防

ぐた
め

に
必

要
な

施
設

改
修

。

３
．
放
送
大
学
の
海
外
展
開

〔1
80

百
万

円
〕

○
海

外
展

開
の

着
実

な
推

進
の

た
め

、海
外

モ
ニ

ター
調

査
を

実
施

しな
が

ら、
適

切
な

著
作

権
処

理
を

ふ
ま

え
た

新
規

番
組

制
作

及
び

サ
ー

バ
ー

等
の

整
備

や
、印

刷
教

材
の

電
子

書
籍

化
の

検
討

を
行

うと
とも

に
、海

外
市

場
に

あ
る

ニ
ー

ズ
に

応
え

る
べ

く広
報

を
実

施
。

４
．
同
時
双
方
向

W
eb
授
業
を
ハ
ブ
とし
た
リカ
レ
ン
ト
教
育
及
び
リ・
ス
キ
リン
グ
の
推
進

〔2
5百

万
円

〕
○

企
業

等
の

リカ
レ

ン
ト教

育
に

対
す

る
具

体
的

な
ニ

ー
ズ

も
探

りつ
つ

、各
地

域
の

大
学

等
が

強
み

を
持

つ
研

究
分

野
に

つ
い

て
、各

学
習

セ
ン

ター
とタ

イア
ップ

した
同

時
双

方
向

W
eb

授
業

開
設

に
向

け
た

取
組

。

◆
経
済
財
政
運
営
と改

革
の
基
本
方
針

20
23

（
令

和
5年

6月
16

日
：

閣
議

決
定

）
【抜

粋
】

第
2章

新
しい

資
本

主
義

の
加

速
 

１
．

三
位

一
体

の
労

働
市

場
改

革
に

よ
る

構
造

的
賃

上
げ

の
実

現
と「

人
へ

の
投

資
」の

強
化

、分
厚

い
中

間
層

の
形

成
（

三
位

一
体

の
労

働
市

場
改

革
）

 
一

人
一

人
が

自
らの

キ
ャリ

ア
を

選
択

す
る

時
代

とな
って

き
た

中
、職

務
ご

とに
要

求
され

る
ス

キ
ル

を
明

らか
に

す
る

こと
で

、 労
働

者
が

自
らの

意
思

で
リ・

ス
キ

リ
ン

グ
を

行
い

、職
務

を
選

択
で

き
る

制
度

に
移

行
し

て
い

くこ
とが

重
要

で
あ

り、
内

部
労

働
市

場
と外

部
労

働
市

場
を

シ
ー

ム
レ

ス
に

つ
な

げ
、労

働
者

が
自

らの
選

択
に

よ
って

労
働

移
動

で
き

る
よ

うに
す

る
こと

が
急

務
で

あ
る

。内
部

労
働

市
場

が
活

性
化

され
て

こそ
、労

働
市

場
全

体
も

活
性

化
す

る
の

で
あ

り、
人

的
資

本
こ

そ
企

業
価

値
向

上
の

鍵
で

あ
る

。こ
うし

た
考

え
方

の
下

、「
リ・

ス
キ

リン
グ

に
よ

る
能

力
向

上
支

援
」、

「個
々

の
企

業
の

実
態

に
応

じ
た

職
務

給
の

導
入

」、
「成

長
分

野
へ

の
労

働
移

動
の

円
滑

化
」と

い
う「

三
位

一
体

の
労

働
市

場
改

革
」を

行
い

、客
観

性
、透

明
性

、公
平

性
が

確
保

され
る

雇
用

シ
ス

テ
ム

へ
の

転
換

を
図

る
こと

に
よ

り、
構

造
的

に
賃

金
が

上
昇

す
る

仕
組

み
を

作
って

い
く。

◆
統
合
イ
ノベ
ー
シ
ョン
戦
略

 2
02

3 
（

令
和

5年
6月

9日
決

定
）

【抜
粋

】
仕

事
関

連
の

成
人

学
習

へ
の

参
加

率
が

高
い

国
ほ

ど、
時

間
当

た
りの

労
働

生
産

性
が

高
くな

る
傾

向
に

あ
り、

リカ
レ

ン
ト教

育
は

産
業

構
造

変
革

の
原

動
力

に
も

な
り得

る
可

能
性

を
秘

め
て

い
る

。学
び

直
し

、学
び

続
け

る
こと

が
報

わ
れ

る
仕

組
み

を
社

会
全

体
で

構
築

す
る

こと
で

、社
会

経
済

構
造

の
変

化
に

対
応

す
る

とと
も

に
、希

望
す

る
者

が
多

様
で

質
の

高
い

リカ
レ

ン
ト教

育
を

受
け

られ
る

環
境

を
実

現
す

る
た

め
、個

人
の

学
び

直
し

が
適

切
に

評
価

され
る

よ
う、

学
修

歴
や

必
要

とさ
れ

る
能

力
・学

び
の

可
視

化
、企

業
に

お
け

る
学

び
直

しの
評

価
等

を
進

め
る

。
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
リカ

レ
ン

ト教
育

の
実

施
に

あ
た

り、
地

域
の

企
業

・自
治

体
等

の
ニ

ー
ズ

の
把

握
や

、そ
れ

に
対

応
した

教
育

プ
ログ

ラム
の

開
発

・
提

供
、受

講
生

確
保

に
向

け
た

広
報

・周
知

等
が

必
要

に
な

る
が

、こ
れ

らを
全

て
の

教
育

機
関

が
個

別
に

行
うの

は
非

効
率

。


リカ
レ

ン
ト教

育
の

持
続

的
な

推
進

を
図

る
上

で
、個

人
の

や
る

気
の

み
に

頼
る

こと
に

は
限

界
が

あ
る

。他
方

、企
業

側
に

とっ
て

、
生

産
性

の
向

上
や

従
業

員
の

エ
ン

ゲ
ー

ジ
メン

トの
向

上
に

資
す

る
等

の
メリ

ット
が

あ
る

た
め

、組
織

的
な

取
組

を
進

め
る

意
義

は
大

き
い

。但
し、

個
別

企
業

の
努

力
に

委
ね

ず
、地

域
単

位
で

取
組

の
推

進
を

図
らな

い
と実

効
性

の
確

保
は

困
難

。

企
業
側
に
お
い
て
も
、従
業
員
の
学
習
イ
ン
セ
ン
テ
ィブ
の
向
上
、学
び
や
す
い
環
境
の
整
備
、学
習
成
果
の
適
切
な
評
価
等

の
取
組
に
関
し
、地
域
の
産
業
界
で
指
針
等
を
策
定
・共
有
し
、大
学
とも
連
携
し
つ
つ
そ
の
推
進
を
図
る
こと
が
重
要
。


地

域
の

複
数

の
大

学
と産

業
界

や
自

治
体

等
が

連
携

して
、以

下
の

通
り、

リカ
レ

ン
ト教

育
に

関
す

る
ニ

ー
ズ

把
握

や
マ

ッチ
ン

グ
等

を
効

果
的

・効
率

的
に

行
うと

とも
に

、企
業

側
に

お
け

る
取

組
の

促
進

も
図

る
プ

ラッ
トフ

ォー
ム

を
構

築
し、

そ
の

取
組

を
促

進
。

【フ
ェー
ズ
①
】
プ
ラ
ット
フォ
ー
ム
の
形
成
、地
域
の
人
材
育
成
ニ
ー
ズ
と教

育
資
源
の
マ
ッチ
ン
グ

 産
学

官
金

に
よ

る
「リ

カレ
ン

ト教
育

プ
ラッ

トフ
ォー

ム
」を

構
築

した
上

で
、地

域
の

産
業

構
造

を
踏

ま
え

た
人

材
育

成
に

関
す

る
課

題
を

整
理

し、
そ

の
解

決
に

向
け

、域
内

の
大

学
等

が
行

うリ
カレ

ン
ト教

育
との

マ
ッチ

ン
グ

を
図

る
。

併
せ

て
、地

域
の

リカ
レ

ン
ト教

育
の

必
要

性
や

メリ
ット

を
理

解
・共

有
す

る
た

め
の

シ
ン

ポ
ジ

ウム
等

を
開

催
。

【フ
ェー
ズ
②
】
企
業
側
の
評
価
や
環
境
整
備
等
を
含
む
、総
合
的
リカ
レ
ン
ト
教
育
推
進
体
制
の
整
備

1)
  教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
適
切
な
評
価
方
法
・体
制
の
整
備

リカ
レ

ン
ト教

育
を

利
用

す
る

企
業

側
が

そ
の

有
用

性
等

を
適

切
に

評
価

し
うる

評
価

方
法

を
定

め
、そ

の
結

果
に

基
づ

き
、従

業
員

の
継

続
的

な
受

講
に

値
す

る
よ

うに
教

育
機

関
側

が
改

善
を

図
る

とい
った

好
循

環
を

構
築

す
る

。
 2

) 
 企
業
側
に
お
け
る
環
境
整
備
の
促
進

フェ
ー

ズ
①

段
階

の
実

施
状

況
を

踏
ま

え
た

上
で

、リ
カレ

ン
ト教

育
に

関
す

る
企

業
側

に
お

け
る

取
組

（
従

業
員

の
学

習
イン

セ
ン

テ
ィブ

の
向

上
、学

び
や

す
い

環
境

の
整

備
、学

習
成

果
の

適
切

な
評

価
等

）
に

つ
い

て
、大

学
側

の
取

組
（

修
了

者
の

コミ
ュニ

テ
ィ形

成
や

、学
び

や
す

い
授

業
形

態
の

工
夫

、学
習

成
果

の
可

視
化

等
）

との
連

携
を

図
りな

が
ら、

リカ
レ

ン
ト教

育
プ

ラッ
トフ

ォー
ム

が
主

導
して

地
域

単
位

で
の

推
進

を
図

る
。

３
）
経
営
者
層
を
タ
ー
ゲ
ット
に
し
た
リカ
レ
ン
ト
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発

地
域

の
経

営
者

層
等

を
ター

ゲ
ット

に
した

、上
記

1)
の

企
業

側
に

お
け

る
環

境
整

備
や

、大
学

等
との

連
携

の
促

進
に

資
す

る
リカ

レ
ン

ト教
育

プ
ログ

ラム
を

、経
営

者
層

側
の

主
体

的
な

参
画

を
得

て
開

発
・実

施
す

る
。

※
 フ

ェー
ズ

②
で

は
、企

業
側

の
観

点
か

らの
評

価
方

法
を

定
め

、実
際

の
評

価
を

プ
ログ

ラム
の

改
善

に
反

映
し、

そ
れ

を
踏

ま
え

て
更

に
評

価
方

法
を

見
直

す
とい

う一
連

の
取

組
が

必
要

で
あ

る
こと

、ま
た

、地
域

や
分

野
ご

とに
異

な
る

実
情

に
対

応
しな

が
ら、

取
組

の
促

進
・改

善
を

図
る

必
要

が
あ

る
こと

か
ら、

複
数

年
に

わ
た

って
体

制
整

備
を

図
る

こと
が

不
可

欠
。

地
域
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
産
学
官
連
携
を
通
じ
た

リカ
レ
ン
ト
教
育
プ
ラ
ット
フォ
ー
ム
構
築
支
援
事
業

令
和

６
年

度
要

求
・要

望
額

29
0百

万
円

背
景

政
府
文
書
等
に
お
け
る
提
言


リカ

レ
ン

ト教
育

に
関

す
る

人
材

ニ
ー

ズ
の

調
査


コー

デ
ィネ

ー
ター

配
置


大

学
等

の
教

育
コン

テ
ン

ツと
地

域
ニ

ー
ズ

の
マ

ッチ
ン

グ


プ
ログ

ラム
や

事
例

の
広

報
・周

知
（

コン
テ

ン
ツ集

約
）


大

学
等

の
協

力
を

得
た

経
営

者
向

け
プ

ログ
ラム

開
発


地

元
企

業
の

経
営

者
を

集
め

た
プ

ログ
ラム

提
供


企

業
側

の
リカ

レ
ン

ト教
育

に
関

す
る

取
組

状
況

を
共

有


地
域

に
お

け
る

リカ
レ

ン
ト教

育
の

受
講

促
進

に
向

け
た

企
業

側
の

環
境

整
備

に
関

す
る

指
針

等
を

明
示


大

学
側

に
お

け
る

当
該

指
針

等
に

対
応

した
取

組
推

進

※
委

託
金

額
・新

規
：

30
百

万
×

５
か

所
・既

存
事

業
（

R４
第

２
次

補
正

）
の

 受
託

機
関

：
12

百
万

円
×

12
か

所

※
事

業
期

間
は

３
年

（
既

存
事

業
の

受
託

機
関

は
２

年
）

※
委

託
先

は
大

学
コン

ソ
ー

シ
ア

ム
や

 自
治

体
等

「成
長
戦
略
等
フォ
ロ
ー
ア
ップ
」（
令
和
５
年

6月
16
日
閣
議
決
定
）

Ⅰ
人

へ
の

投
資

・構
造

的
賃

上
げ

と「
三

位
一

体
の

労
働

市
場

改
革

の
指

針
」

（
地

域
の

産
業

界
の

ニ
ー

ズ
に

合
わ

せ
た

教
育

プ
ログ

ラム
の

提
供

）
•

地
域

の
産

業
界

の
ニ

ー
ズ

に
合

わ
せ

た
高

度
人

材
を

育
成

す
る

た
め

、 地
域

の
大

学
、地

方
自

治
体

等
に

コー
デ

ィネ
ー

ター
を

配
置

し、
当

該
ニ

ー
ズ

を
踏

ま
え

た
リ・

ス
キ

リン
グ

・プ
ログ

ラム
の

提
供

等
を

支
援

す
る

。

主
な
実
施
事
項

事
業
の
実
施
内
容

フェ
ー

ズ
①

～


企

業
等

の
観

点
か

ら､
受

講
の

有
用

性
等

に
関

す
る

評
価

方
法

を
策

定


評
価

結
果

に
基

づ
き

プ
ログ

ラム
を

改
善

。評
価

方
法

も
適

宜
見

直
し。

フェ
ー

ズ
②

～

（
総

合
教

育
政

策
局

生
涯

学
習

推
進

課
）
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
新

資
本

主
義

実
行

本
部

が
掲

げ
る

「三
位

一
体

の
労

働
市

場
改

革
」で

は
、「

リ・
ス

キ
リン

グ
に

よ
る

能
力

向
上

支
援

」が
柱

の
一

つ
とさ

れ
、

そ
れ

を
支

え
る

「自
律

的
な

キ
ャリ

ア
形

成
」も

重
視

。


自
律

的
な

キ
ャリ

ア
形

成
を

推
進

して
い

くに
は

、学
び

とキ
ャリ

ア
の

関
係

を
整

理
して

明
確

に
す

る
とと

も
に

、学
び

に
向

け
た

イン
セ

ン
テ

ィブ
を

喚
起

・持
続

す
る

た
め

の
仕

組
み

を
工

夫
す

る
な

ど、
キ

ャリ
ア

の
中

に
学

び
を

循
環

的
に

組
み

込
む

た
め

の
後

押
しが

必
要

。


この

た
め

、職
業

・キ
ャリ

ア
に

関
して

多
くの

デ
ー

タや
知

見
を

有
す

る
人

材
サ

ー
ビス

業
者

の
協

力
を

得
て

、大
学

に
お

け
る

学
び

とそ
の

後
の

職
業

・キ
ャリ

ア
との

関
係

性
に

関
す

る
調

査
研

究
を

行
い

、そ
の

結
果

を
活

か
して

、①
学

生
・社

会
人

の
キ

ャリ
ア

観
の

育
成

や
継

続
的

な
学

び
の

イン
セ

ン
テ

ィブ
の

喚
起

・持
続

を
は

じめ
とし

て
、②

大
学

に
お

け
る

教
育

プ
ログ

ラム
の

質
的

改
善

、③
企

業
の

人
事

・研
修

制
度

に
お

け
る

大
学

で
の

リカ
レ

ン
ト教

育
の

活
用

、な
どに

も
資

す
る

取
組

に
つ

い
て

、総
合

的
な

実
証

研
究

等
を

行
う。

自
律
的
な
キ
ャリ
ア
形
成
支
援
とリ
カ
レ
ン
ト
教
育
普
及
促
進
に
向
け
た
実
証
研
究
事
業

 
令

和
６

年
度

要
求

・要
望

額
77

百
万

円

「経
済
財
政
運
営
と改

革
の
基
本
方
針

（
骨
太
の
方
針
）

20
23
」

（
令
和
５
年

6月
16
日
閣
議
決
定
）

第
2章

新
しい

資
本

主
義

の
加

速
（

三
位

一
体

の
労

働
市

場
改

革
）

一
人

一
人

が
自

らの
キ

ャリ
ア

を
選

択
す

る
時

代
とな

って
き

た
中

、 職
務

ご
とに

要
求

され
る

ス
キ

ル
を

明
らか

に
す

る
こと

で
、労

働
者

が
自

らの
意

思
で

リ・
ス

キ
リン

グ
を

行
い

、職
務

を
選

択
で

き
る

制
度

に
移

行
して

い
くこ

とが
重

要
で

あ
り、

内
部

労
働

市
場

と外
部

労
働

市
場

を
シ

ー
ム

レ
ス

に
つ

な
げ

、労
働

者
が

自
らの

選
択

に
よ

って
労

働
移

動
で

き
る

よ
うに

す
る

こと
が

急
務

で
あ

る
。

背
景
・事
業
概
要

実
施
内
容

以
下

の
よ

うな
追

跡
調

査
等

を
行

うこ
とで

、左
記

の
取

組
の

効
果

を
検

証
し、

よ
り効

果
的

な
取

組
とな

る
よ

う改
善

を
図

る
とと

も
に

、持
続

可
能

な
実

施
体

制
の

確
立

を
支

援
。

•
リカ

レ
ン

ト教
育

を
受

け
た

卒
業

生
の

そ
の

後
の

キ
ャリ

ア
・意

識
変

化
の

追
跡

調
査

•
プ

ログ
ラム

の
誘

引
力

や
満

足
度

の
高

ま
り、

ま
た

、企
業

等
の

人
事

・研
修

制
度

に
お

け
る

大
学

の
活

用
等

に
関

して
、こ

れ
らの

取
組

が
学

び
の

継
続

性
に

及
ぼ

す
影

響
の

追
跡

調
査

学
生

・社
会

人
の

自
律

的
な

キ
ャリ

ア
形

成
に

資
す

る
も

の
とし

て
、例

え
ば

、
以

下
の

よ
うな

実
証

的
取

組
み

を
行

う。
•

学
生

や
卒

業
生

に
対

し、
母

校
に

お
け

る
学

び
と卒

業
生

の
キ

ャリ
ア

との
関

係
性

を
示

した
り、

母
校

の
リカ

レ
ン

ト教
育

の
情

報
を

卒
業

生
の

利
用

状
況

と併
せ

て
提

供
した

りす
る

こと
に

よ
り、

学
び

の
イン

セ
ン

テ
ィブ

を
効

果
的

に
向

上
させ

、持
続

的
な

学
び

の
コミ

ュニ
テ

ィを
形

成
す

る
•

卒
業

生
が

就
業

後
に

実
感

す
る

必
要

性
に

基
づ

い
て

リカ
レ

ン
ト教

育
プ

ロ
グ

ラム
の

開
発

・改
善

を
行

い
、そ

の
誘

引
力

や
満

足
度

を
高

め
る

•
左

記
調

査
結

果
等

を
活

用
し、

大
学

で
の

リカ
レ

ン
ト教

育
を

企
業

の
人

事
・研

修
制

度
の

一
環

に
位

置
づ

け
る

よ
うな

取
組

の
導

入
に

向
け

た
提

案
や

そ
の

効
果

検
証

を
行

う

大
学

に
お

け
る

学
び

とキ
ャリ

ア
の

関
係

性
に

関
し

、
以

下
の

よ
うな

調
査

を
実

施
。（

働
い

て
い

る
業

種
や

学
ん

だ
大

学
等

の
属

性
も

踏
ま

え
て

分
析

）
•

大
学

で
の

学
び

を
通

じ
て

得
た

ス
キ

ル
・能

力
が

、
どう

い
った

職
業

・業
務

で
活

か
され

て
い

る
の

か
•

社
会

人
に

な
って

か
ら、

大
学

で
どの

よ
うな

学
び

を
し

た
者

が
、そ

の
後

どの
よ

うな
キ

ャリ
ア

パ
ス

を
歩

ん
で

い
る

の
か

•
卒

業
生

が
現

在
の

キ
ャリ

ア
で

直
面

す
る

課
題

に
対

応
す

る
た

め
に

必
要

な
学

び
は

何
か

調
査
研
究
・分
析

実
証
的
取
組
み

効
果
検
証
・持
続
的
シ
ス
テ
ム
化

（
受
託
先

: 民
間
企
業
１
（
連
携
大
学

15
程
度
）
，
事
業
期
間

:３
年
）

・キ
ャリ
ア
観
の
育
成

（
キ
ャリ
ア
カ
ウ
ン
セ
リン
グ
の
充
実
等
）

・学
び
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィブ
の
向
上

・大
学
教
育
の
成
果
検
証
（

PD
CA
）

・卒
業
生
の
リカ
レ
ン
ト
教
育
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応

・学
び
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィブ
を
持
続
さ
せ
る
仕
組
み
の
構
築

（
卒
業
生
ネ
ット
ワ
ー
ク
の
活
用
等
）

・企
業
の
人
事
・研
修
制
度
に
お
け
る
リカ
レ
ン
ト
教
育
の
適
切
な
位
置
づ
け

人
材

サ
ー

ビス
事

業
者

に
よ

る
デ

ー
タ分

析
・支

援

イ
メ
ー
ジ

（
総

合
教

育
政

策
局

生
涯

学
習

推
進

課
）
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
大
学
・民
間
企
業
等
が
提
供
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

や
学
修
を
通
じ
て
得
ら
れ
る
成
果

に
関

す
る

情
報

が
不

足
して

い
る

こと
が

、個
人

の
学

び
直

しや
企

業
で

の
人

材
育

成
が

進
展

しな
い

要
因

の
一

つ
と考

え
られ

る
。

＊
自

己
啓

発
に

お
け

る
課

題
や

企
業

が
大

学
等

を
リカ

レ
ン

ト教
育

に
活

用
しな

い
理

由
とし

て
、情

報
不

足
が

挙
げ

られ
て

い
る

。


社
会

人
の

学
び

に
お

け
る

課
題

とし
て

、「
自

分
が

何
を

学
べ

ば
良

い
か

分
か

らな
い

」、
「学

ん
だ

結
果

が
ど

の
よ

うに
評

価
され

る
か

分
か

らな
い

」、
「学

ぶ
意

欲
が

持
て

な
い

」等
が

挙
げ

られ
て

お
り、

学
ぶ

個
人

に
対

して
も

伴
走

支
援

が
必

要
。


上

記
の

背
景

を
踏

ま
え

、産
学
官
リソ
ー
ス
の
活
用

や
、関

係
省
庁
との
連
携

を
通

じて
、リ

カレ
ン

ト教
育

に
関

す
る

情
報

に
よ

りア
クセ

ス
しや

す
い

環
境

整
備

を
実

現
す

る
。 

リカ
レ
ン
ト
教
育
の
推
進
に
向
け
た
環
境
整
備
事
業

令
和

６
年

度
要

求
・要

望
額

 2
20

百
万

円
(前

年
度

予
算

額
 

30
百

万
円

)


マ
ッチ
ン
グ
機
能
の
充
実
化
：

人
材

サ
ー

ビス
企

業
の

ノウ
ハ

ウ
を

活
用

し、
以

下
の

機
能

を
開

発
す

る
。

①
キ

ャリ
ア

カウ
ン

セ
リン

グ
機

能
②

各
業

種
に

求
め

られ
る

ス
キ

ル
や

学
び

の
レ

コメ
ン

ド機
能

※
令

和
５

年
度

に
開

発
予

定
の

オ
ン

ライ
ン

コミ
ュニ

テ
ィと

も
連

携
す

る
形

で
の

実
装

を
検

討

動
画
コ
ン
テ
ン
ツ
に
よ
る
付
加
価
値
向
上
：

社
会

人
向

け
講

座
の

一
部

や
学

び
の

ロー
ル

モ
デ

ル
、学

び
の

成
果

等
に

関
す

る
動

画
を

マ
ナ

パ
ス

上
で

公
開

す
る

こと
で

、受
講

の
イン

セ
ン

テ
ィブ

を
高

め
る

材
料

とす
る

。


そ
の

他
、学

習
記

録
を

就
職

等
に

活
用

す
る

た
め

マ
イジ

ョブ
・カ

ー
ドと

の
シ

ス
テ

ム
連

携
、民

間
講

座
の

充
実

、
特

集
ペ

ー
ジ

や
修

了
生

イン
タビ

ュー
の

充
実

、w
eb

プ
ロモ

ー
シ

ョン
、サ

イバ
ー

セ
キ

ュリ
テ

ィ強
化

等

事
業
を
実
施
す
る
背
景

令
和
６
年
度
の
取
組

過
去
の
取
組

【令
和

2年
度
】

サ
イト

の
公

開
、コ

ン
テ

ン
ツ

（
検

索
機

能
、特

集
、修

了
生

イン
タビ

ュー
等

）
の

充
実

、
イベ

ン
ト開

催
、テ

レ
ビ・

ラジ
オ

・S
N

S等
を

活
用

した
広

報
 【
令
和

3年
度
】

既
存

コン
テ

ン
ツ

の
充

実
、新

規
コン

テ
ン

ツ
（

い
い

ね
、コ

メン
ト、

マ
イペ

ー
ジ

機
能

等
）

の
追

加
、厚

労
省

Jo
b-

ta
gと

の
連

携
、イ

ベ
ン

ト開
催

 【
令
和

4年
度
】

企
業

向
け

ペ
ー

ジ
開

発
、マ

イペ
ー

ジ
機

能
充

実
、民

間
企

業
等

提
供

講
座

の
掲

載
、

 民
間

・自
治

体
等

他
サ

イト
連

携
【令
和
５
年
度
】

オ
ン

ライ
ン

コミ
ュニ

テ
ィ機

能
の

開
発

、企
業

向
け

ペ
ー

ジ
充

実
、マ

イペ
ー

ジ
に

お
け

る
オ

ー
プ

ン
バ

ッジ
貼

付
機

能
の

本
格

実
装

、マ
イジ

ョブ
・カ

ー
ドと

の
シ

ス
テ

ム
連

携
準

備

【実
施
主
体
：
民
間
企
業
等

 1
箇
所

×
1.

2億
円
】

事
業
を
通
じ
て
得
ら
れ
る
成
果
（
イ
ン
パ
ク
ト
）


学

び
に

関
す

る
情

報
取

得
を

円
滑

化
す

る
こと

で
、個

人
の

学
び

直
し及

び
企

業
の

人
材

育
成

を
促

進
し、

時
代

の
変

化
に

対
応

で
き

る
人

材
の

輩
出

や
労

働
生

産
性

の
向

上
に

寄
与

。


学

習
に

よ
って

得
られ

る
成

果
や

学
習

歴
を

可
視

化
す

る
とと

も
に

、キ
ャリ

ア
カウ

ン
セ

リン
グ

に
よ

る
就

職
・転

職
等

キ
ャリ

ア
ア

ップ
を

支
援

す
る

こと
で

、自
律

的
キ

ャリ
ア

形
成

の
意

識
向

上
や

、労
働

移
動

の
円

滑
化

に
も

寄
与

。

社
会
人
の
大
学
等
で
の
学
び
を
応
援
す
る
の
サ
イ
ト
「マ
ナ
パ
ス
」の
運
用

リカ
レ
ン
ト
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
発
展
的
継
続
支
援

事
業
を
実
施
す
る
背
景


大

学
等

が
開

発
・提

供
す

る
プ

ログ
ラム

数
は

増
加

して
い

る
が

、社
会

人
の

学
び

に
お

い
て

費
用

面
の

課
題

は
大

き
い

。


文
部

科
学

省
の

職
業

実
践

力
育

成
プ

ロ
グ

ラム
（

BP
）

認
定

や
、

厚
生

労
働

省
の

教
育

訓
練

給
付

対
象

講
座

の
指

定
を

受
け

る
こと

で
、

受
講

費
用

の
負

担
軽

減
が

図
られ

る
が

、当
該

認
定

・指
定

を
受

け
る

に
は

３
年

程
度

の
就

職
実

績
な

ど一
定

期
間

の
プ

ログ
ラム

継
続

に
よ

る
実

績
が

必
要

。


上

記
の

背
景

を
踏

ま
え

、 近
年

開
発

され
た

大
学

等
の

リカ
レ

ン
ト

教
育

プ
ログ

ラム
に

つ
い

て
、優

良
な

も
の

の
継

続
的

改
良

・実
施

を
支

援
。


BP

認
定

、教
育

訓
練

給
付

の
指

定
を

受
け

る
こと

を
目

指
し、

マ
ナ

パ
ス

上
で

も
積

極
的

に
周

知
・広

報
を

行
うこ

とを
要

件
とす

る
。

実
施
内
容

【実
施
主
体
：
大
学
等

 1
5箇

所
×

0.
1億

円
×
２

/３
】

n=
９

78

（
％

）

（
総

合
教

育
政

策
局

生
涯

学
習

推
進

課
）

※
令

和
２

年
度

か
ら継

続
的

に
運

用

（
出

所
）

株
式

会
社

ベ
ネ

ッセ
コー

ポ
レ

ー
シ

ョン
「社

会
人

の
学

び
に

関
す

る
意

識
調

査
20

22
」
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